
絶
観
論
の
本
文
研
究

第

一
部

解

説

柳

田

聖

山

敦
煙
出
土
の
禅
籍
の
主
な
も
の
は
、
夙
に
矢
吹
慶
輝
氏

の

『鳴
沙
余
韻
』
(昭
和
六
年
)、

お
よ
猷

『大
正
新
修
大
蔵
経
』

の
第
八
十

五
巻
古
逸
部

(昭
和
七
年
二
月
)
そ
の
他
に
収
録
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
新
ら
し
く
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
も

っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、
『
二

入
四
行
論
』
、
『神
会
録
』
、
『
絶
観
論
』
の
三
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
す
で
に
故
人
と
な

っ
た
鈴
木
大
拙
、
胡
適
、

久
野
芳

隆
氏
等
が
、
あ
る
い
は
北
京
の
京
師
図
書
館
や
、

ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
、
パ
リ
の
国
民
図
書
館
、

お
よ
び
個
人
所
有

の
敦
焼
資
料

の
中
よ
り
発
見
し
て
、
数
種
の
写
本
を
苦
心
校
合
し
、
漸
く

一
般
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
至

っ
て
、

ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館

の
敦
煙
資
料
の
す
べ
て
が
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
て
全
体
の
調
査
が
進
む
と
と
も
に
、

パ
リ
と
北
京

の
も
の
を
含
む
綜
合
目
録

・
商
務
印
書
館
編
の

『
敦
煙
遺
書
総
目
索
引
』
の
出
版
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
も
あ
り
、

従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
写
本
の
断
片
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
確
認
さ
れ
て
、
前
記
三
種
の
禅
籍

の
本
文
に
か
な
り
の
修
正
を
必
要
と
す
る
に
至

っ
た
。
事
情
は
、
す
で
に

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
古
逸
部
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
ま

っ
た
く
同
様
で
あ
り
、
従
来
は
散
発

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

六
五



六
六

的

に
紹
介
さ
れ
た
敦
煙
の
禅
籍
を
、
今
日
と
し
て
は
全
体
的
に
総
合
し
、
統

一
的
な
立
場
か
ら
更
め
て
検
討
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
.
右
に
挙
げ
た
三
種
の
初
期
禅
宗
の
文
献
は
、
す
べ
て
発
見
者
の
非
常
な
労
苦
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
版
部
数

が
少
な

い
こ
と
と
と
も
に
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
対
す
る
再
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
と
く
に
、

こ
れ
ら
の
文
献
は

い
ず
れ
も
か
な
り
の
長
篇
で
あ
り
、
従
来
全
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
初
期
禅
思
想

の
解
明
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
で
あ
る
か
ら
、

今
日
と
し
て
は
知
ら
れ
る
限
り
の
テ
キ
ス
ト
を
合
せ
て
、
新
し
い
本
文
を
決
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

今
、

『
二
入
四
行
論
』
と

『
神
会
録
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他
に
計
画
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
右
の
よ
う
な
見
地
か
ら

『絶
観

論
』
の
新
し
い
校
訂
を
試
み
た
い
と
思
う
。

二

『絶
観
論
』
は
、
す
で
に
そ
の
題
名
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
を
も
つ
が
、
ま
ず
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、

今
日
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、

つ
ぎ
の
六
種
で
あ
る
。

一
、
入
理
縁
門

一
巻

(積
翠
軒
石
井
光
雄
氏
旧
蔵
)

二
、
入
理
縁
門

一
巻

(ペ
リ
ナ
第
二
七
三
二
号
)

三
、
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論

(ペ
リ
ォ
第
二
〇
四
五
号
)

四
、
観
行
法
為
有
縁
無
名
上
士
集

(北
京
本
閏
字
八
四
号
)

五
、
絶
観
論

(ペ
リ
オ
第
二
〇
七
四
号
)



六
、
達
摩
和
尚
絶
観
論

(ペ
リ
オ
第
二
八
八
五
号
)

右

の
う
ち
、
最
初
に
発
見
さ
れ
た
の
は
第
四
の

『
観
行
法
為
有
縁
無
名
上
士
集
』
で
、

は
じ
め
陳
垣
氏
の

『
敦
煙
朗
余
録
』
第
八
咲

に
著
録
さ
れ

(民
国
二
+
八
年
)、
鈴
木
大
拙
先
生
が
昭
和
十
年

(
一
九
三
五
)
に
出
版
さ
れ
た
写
真
版

『少
室
逸
書
』
、
お
よ
び
そ
の
翌
年

出
版

の

『校
刊
少
室
逸
書
』
(
い
ず
れ
も
安
宅
仏
教
文
庫
刊
)
で
す
で
に
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
全
体
が
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
は

未

だ
そ
の
内
容
的
な
解
明
に
至
ら
ず
、
神
会
の
弟
子
無
名

の
も
の
と
み
ら
れ
る
の
み
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
翌
年

の
四
月
に
、

久
野
芳
隆
氏
が
、

パ
リ
で
第
二
の

『
入
理
縁
門

一
巻
』
と
、

第
五
の

『
絶
観
論
』、

お
よ
び
第
六
の

『
達
摩
和
尚
絶
観
論
』
の
三
種
を

発

見
し
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

一
部
の
本
文
を
決
定
し
、
他
の
資
料

『大
乗
五
方
便
北
宗
』

(
ペ
リ
ォ
第
二
〇
五
八
・
二
二
七
〇
号
)
と
共

に
書
誌
的
な
解
説
を
加
え
、

『
宗
教
研
究
』
新
第
十
四
の

一
号
(昭
和
+
二
年

一
月
)
に
、

「流
動
性
に
富
む
唐
代
の
禅
宗
典
籍
」
の
題
下

に
そ
の
本
文
を
発
表
し
た
の
が
機
と
な
り
、
恰
も
こ
れ
と
相

い
前
後
し
て
、

鈴
木
大
拙
先
生
が
右
の
三
種
を
別
に
新
し
く
校
合
し
て
テ

キ

ス
ト
を
決
定
し
、
『
仏
教
研
究
』
第

一
巻
第

一
号

(昭
和
十
二
年
五

・
六
月
号
)
に

「敦
燵
出
土
達
摩
和
尚
絶
観
論
に

つ
き
て
」
を
発
表
、

先
年

の
北
京
本

『観
行
法
為
有
縁
無
名
上
士
集
』
が
そ
の
異
本
で
あ
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
、
つ
づ
い
て
昭
和
十
四
年

二
月
発
行
の

『仏

教
研
究
』
第
三
巻

の
六
に
、

ふ
た
た
び
久
野
芳
隆
氏
が

「牛
頭
法
融
に
及
ぼ
せ
る
三
論
宗

の
影
響
ー

敦
煙
出
土
本
を

中
心

と

し

て

l

」
を
寄
せ
て
、
ペ
リ
オ
本
三
種
を
校
合
し
た
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
こ
れ
を
牛
頭
法
融
の
作
で
あ

っ

て
菩
提
達
摩

の
も
の
で
な
い
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
昭
和
二
十
年
三
月
に
至

っ
て
、
鈴
木
大
拙
氏
が
愛
弟
子
古
田
紹
欽
氏

の
協
力
の
下
に
、
第

一
の
石
井
光
雄
氏
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
の
写
真
、
お
よ
び
こ
れ
を
北
京
本
に
対
校
し
た
テ
キ
ス
ト
を
弘
文
堂
よ
り
出

版
し
て
、
あ
ら
た
め
て
達
摩
説
を
主
張
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
書
の
本
文
と
作
老
問
題
に
つ
い
て
の
成
果
の
す
べ
て
で
あ
り
、

作
者
問
題

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

六
七



六
八

を

別

と

す

れ

ば
、

と

に

か
く

こ

こ
に

五
種

の
写

本

が

出
揃

っ
た

の
で
あ

る
。

と

こ

ろ

が
、

右

に
掲

げ

た
第

三

の

『
三
蔵

法

師

菩

提

達

摩

絶

観

論

』

は

、

従

来

ま

っ
た

く

見
落

さ

れ

て

い

た

一
本

で
、

筆

者

は
前

記

の

『
敦
焼

遺

書

総

目
索

引

』

に
よ

っ
て

そ

の
存

在

を
知

り
、

そ

の
後

パ

リ

の

コ

レ
ジ

ヱ

・
ド

・
フ

ラ

ン

ス
教

授

ド

ゥ

、・・
エ
ヴ

ィ

ル
博

士

と

友

人

柴

田

増
実

氏

の
好

意

で
、

他

の
す

べ
て

の
テ

キ

ス
ト

と
共

に
そ

の
写

真

を

入

手

す

る

こ

と

が

で

き

た

の
で
あ

る

が
、

こ

の
書

は

他

の

ペ
リ

オ

本

三
種

に

比

し

て
、

題

名

・
内

容

と

も

に

さ

ら

に
注

目
す

べ
き

点

を

含

ん

で

い
る

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

先

に
言

う

よ

う

に

、

ロ

ソ
ド

ソ

の

ス

タ
イ

ン
本

は

そ

の
写
真

の
す

べ

て

が
公

開

さ

れ

て
、

学

者

の
総

合

的

な

研

究

に
役

立

っ
て

い
る

が

、

ペ

リ

オ
本

と

北

京

本

は
残

念

乍

ら

今

な

お

そ

の
全

貌

を

知

る

こ

と

が

で

き
な

い
。

と

く

に
、

『
絶

観

論

』

の

テ
キ

ス
ト

が
、

ほ
と

ん

ど

こ

の
二

つ

の
図

書
館

に
収

蔵

さ

れ

て

い
る

こ
と

は

、
今

後

さ

ら

に
新

し

い

テ

キ

ス

ト

の
発

見

を

予
想

せ

し

め

る

が
、
今

は
右

の

『
三

蔵

法

師

菩

提

達

摩

絶

観

論
』

の
新

し

い
出

現

を

機

と

し

て
、

す

べ
て

の
テ

キ

ス
ト
を

あ

ら

た
め

て
原

写

真

に
よ

っ
て

校

合

し

、

従

来

の

研

究

の
問

題

点

を

こ

こ
に

整

理

し

て

お

き

た

い
。

三

 

い
っ
た
い
、

『絶
観
論
』
に
対
す
る
従
来
の
研
究
は
、
概
し
て
そ
の
作
者
問
題
に
傾
き
、

テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
お
よ
び
思
想
内
容

の

検
討
に
つ
い
て
は
意
欲
的
な
成
果
を
み
な
い
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、
他

の
敦
煙
出
土
の
禅
籍
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
が
、

『
絶
観
論
』

の
場
合
は
と
く
に
そ
れ
が
甚
し
い
。
す
な
わ
ち
、
先
に
発
見
さ
れ
た
ペ
リ
オ
第
二
八
八
五
号
写
本
は
、
そ
の
巻
首
を
欠
く
が
、

末
尾
に

「
達
摩
和
尚
絶
観
論
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鈴
木
先
生
が
こ
れ
を
菩
提
達
摩

の
も
の
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
久
野
芳
隆
氏
は
前
記
の
「牛



頭
法
融
に
及
ぼ
せ
る
三
論
宗

の
影
響
L
と
題
す
る
論
文
で
、
『宗
鏡
録
』
第
九
十
八
に
牛
頭
法
融
の

『
絶
観
論
』
か
ら

の
引
用
が
あ
る
こ

と
、
お
よ
び
敦
煙
出
土
の

『絶
観
論
』

の
首
部
に
近
い
部
分
が
、

『祖
堂
集
』
第
三
の
牛
頭
和
尚
の
章
に
か
な
り
多
量
に
引
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
牛
頭
法
融
そ
の
人

の
作
品
と
断
じ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
説
が
戦
申
(昭
和
+
五
年
)
に
お
け
る
関

口
真
大
氏
の
『
絶

観
論
撰
者
考
』
(大
正
大
学
学
報
三
〇
.
三
一
号
)
を
出
発
点
と
し
て
、
戦
後
に
さ
ら
に
い
っ
そ
う
継
承
強
化
さ
れ
、
『
宗
鏡
録
』
の
第
九
十

八
巻
以
外
の
も
の
と

『
万
善
同
帰
集
』
に
含
ま
れ
る
他
の
多
く
の
引
用
、

お
よ
び
圭
峰
宗
密
の

『
円
覚
経
大
疏
紗
』
第
十

一
上
に
、
牛

頭
法
融
の
『絶
観
論
』
と
い
う
作
品
が
あ

っ
た
と
い
う
文
証
に
よ
っ
て
、
敦
焼
出
土
の

『
絶
観
論
』
は
牛
頭
法
融
そ
の
人
の
作
と
決
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な

っ
た

(昭
和
三
十
二
年

『達
摩
大
師
の
研
究
』)。
し
か
し
、
か
り
に
右

の
説
に
よ
っ
て
、

『絶
観
論
』
が
、
も
と
も
と
牛
頭

法
融
の
作
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
『
達
摩
和
尚
絶
観
論
』
と
よ
ば
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、

ま
た
敦
煤
出
土
『絶
観
論
』
の

い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
も
、
牛
頭
法
融

の
名

の
な
い
の
は
何
故
か
、

ま
た

『絶
観
論
』
と
い
う
書
の
存
在
を
伝
え
る
も

っ
と
も
早
い
時

代

の
証
拠
で
あ
る
伝
教
大
師
の

『台
州
録
』
に
、
必
ず
し
も
牛
頭
の
作
品
と
明
記
せ
ぬ
こ
と
や
、

か
れ
が
貞
元
二
十
年
の
十
月
十
三
日

に
天
台
山
禅
林
寺
の
僧
備
然
よ
り
伝
え
た
と
い
う

「達
磨
付
法
牛
頭
法
門
」
と
の
関
係
な
ど
、
問
題
は
さ
ら
に
残
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の

間
に
、
東
北
薬
大
の
中
川
孝
氏
に
よ

っ
て
あ
ら
た
め
て
提
起
さ
れ
た
菩
提
達
摩
説

(『絶
観
論
考
』
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
七
の
二
)
な
ど
も
、

や
は
り
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
敦
煙
出
土
本

『絶
観
論
』

の
作
者
問
題
は
、
今
日
の
と
こ
ろ
、
す
べ
て
が
仮
説
の
域
を
出
で
な
い
。

そ
れ
は
さ

ら
に
、
敦
燵
文
書
全
体
の
中
に
占
め
る
禅
籍

の
位
置
づ
け
や
資
料
価
値
の
問
題
と
も
つ
な
が

っ
て
、

テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
明
記
の
な

い
牛
頭
説
を
決
す
る
に
は
、中
国
本
土
に
残
さ
れ
た
伝
統
資
料
と
敦
燈
文
書
と
の
内
面
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

六
九



七
〇

敦
煙
以
外

の

『絶
観
論
』
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
筆
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

宋
初
の
延
寿
が
編
し
た

『宗
鏡
録
』
第
九
十
八
巻
に
引
か
れ
る
「牛
頭
法
融
絶
観
論
」
は
、

同
じ
編
者

の

『
心
賦
注
』

に
引
く
も
の
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通
す
る
部
分
と
共
通
し
な
い
部
分
と
に
二
分
さ
れ
、

『
心
賦
注
』

の
み
に
あ

っ
て

『
宗
鏡
録
』
に
な
い
部

分
が
、
じ

っ
は
敦
煙
本

『絶
観
論
』
に
共
通
す
る
事
実
も
知
ら
れ
る
か
ら
、
延
寿
の
時
代
に
は
同
じ
く
牛
頭
の

『絶
観
論
』
と
呼
ば
れ

乍
ら
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
異
同
の
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

(拙
稿

『初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』

一
四
七
ペ
ー
ジ
)。
し
た
が

っ
て
、

敦
燈
本

『
絶
観
論
』
の
研
究
と
し
て
は
、
牛
頭
法
融
に
帰
せ
ら
れ
る

『
絶
観
論
』
の
研
究
と
並
行
し
つ
つ
、

敦
煙
本

そ
の
も
の
の
本
文

研
究
と
、
新
古
の
各
種
異
本
の
比
較
に
よ
る
発
展
事
情
の
考
察
が
前
提
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四

今
、
右
の
よ
う
な
意
図
の
下
に
、
現
在
知
ら
れ
る
六
種
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
結
果
的
に
自
か
ら
三
種

の
発
達
段
階
が
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
の
石
井
本
お
よ
び
ペ
リ
オ
第
二
七
三
二
号
は
、
い
ず
れ
も
は
じ
め
に

『
入
理
縁
門

一
巻
』
と
題
し
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
注
記
を
も

つ
点
で
共
通
し
、
こ
れ
を
第

一
段
階

の
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
な
い
か
。

入
理
縁
門

一
巻

麓
是
問
頭
縁
門
起
決

注
是
答
語
入
理
除
疑

是
名
絶
観
論

言
う
ま
で
も
な
く
、

『絶
観
論
』
は
、

入
理
先
生
と
弟
子
縁
門
の
問
答
の
形
で
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
こ
れ
に
つ
づ

く
序
文
の
と
こ
ろ
で
明
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
写
本
は
そ
の
こ
と
を
ま
ず
題
名
の
下
に
注
記
し
て
、
形
式
の
上
で
明
示

し
よ
う
と
す
る
の

で
あ
り
、
他
の
四
種
の
写
本
と
異

っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
ペ
リ
オ
第
二
七
三
二
号
は
、

縁
門
起
決
以
下

の
十
二
字

の
部
分
が
破
れ
て



い
る
上
に
、
最
後

の
論

の
一
字
を
欠
い
て
、
た
だ
ち
に
大
道
沖
虚
以
下

の
序
文
に
つ
づ
く
が
、
こ
の
写
本
と
石
井
本

は
、

そ
の
体
裁

・

内
容
と
も
に
ま

っ
た
く
同
じ
系
統
の
古
層
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
縁
門
の
質
問
を
太
字
で
写
し
た
下
に
、

入
理
の
答
語
を
細
字
で
二

行
に
分
ち
書
き
す
る
形
式
が
、
完
全
に
同

一
で
あ
る
上
に

(た
だ
し
こ
の
形
式
は
最
後
の
と
こ
ろ
で
多
少
く
ず
れ
る
)
、
縁
門
の
質
問
す

る

テ
ー
マ
が
改
ま
る
毎
に
、
あ
ら
た
め
て
縁
門
間
日
と
書
い
て
、
同
じ
テ
ー
マ
の
往
復
の
場
合
と
区
別
し
、

約
十
五
項
の
テ
ー

マ
に
つ

い
て
の
問
答
を
重
ね
て
終
り
、
最
後
に
入
理
先
生
が
縁
門
に
言
っ
た
言
葉
と
し
て
、

夫
至
理
幽
微
、
無
有
文
字
、
汝
向
来
所
問
、
皆
是
量
起
心
生
、
夢
謂
多
端
、
覚
已
無
物
。
汝
欲
流
通
於
世
、
寄
問
仮
名
、
請
若
収

躍
。
故
名
絶
観
論
也
。

縁
門
論

一
巻
。

と
記
し
て
全
体
を
結
ん
で
い
て
、
も
と
も
と
こ
の
書
が
外
形
的
に

『
入
理
縁
門
』
も
し
く
は

『縁
門
論
』
と
よ
ば
れ
、
内
容
的
に

『絶

観
論
』
と
よ
ば
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
ま
で
す
で
に
、

『
絶
観
論
』
に
つ
い
て
発
言
し
た
す
べ
て
の
学
者
が

一
致
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、

こ
の
書
は
以
上
で
首
尾

一
貫

す

る
の
で
あ
り
、
他
の
写
本
が
さ
ら
に
こ
の
後
に
約
十
三
条
の
問
答
を
録
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
本
来
の
形
で
は
あ
る
ま
い
。

も

っ
と
も
、
右
の
石
井
本
お
よ
び
ペ
リ
オ
ニ
七
三
二
号
が
、
本
来
の
形
を
示
す
と
言

っ
て
も
、

そ
れ
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
六
種
の
写
本

の
中
で
の
相
対
的
な
意
味
で
言
う
の
で
あ
り
、
決
定
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
縁
門
の
質
問
を
大
き

く
、
入
理
の
答
語
を
小
さ
く
書
く
様
式
と
、
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
巻
首
の
注
記
が
、
果
し
て
本
来
の
も
の
か
ど
う
か
、

や
は
り
問
題

が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
様
式
の
新
古
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
敦
焼
資
料
、

も
し
く
は
広
く
古
文
書

一
般
の
巾

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

七
一



七
二

広

い
知
識
が
必
要
と
な
る
。

つ
い
で
に
言
え
ぱ
、
ペ
リ
ナ
第
二
七
三
二
号
の
末
尾
に
は
、
貞
元
甲
戌
の
年
号
と
、

甘
州
大
寧
寺
で
落
藩

僧
懐
生
が
校
訂
し
た
と
い
う

コ
ロ
ホ
ン
の
あ
る
こ
と
を
、
鈴
木
大
拙
先
生
が
報
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
す
べ
て
の
学
者
が
不
用
意
に
こ
れ
を

信
じ
て
い
る
が
、
今
手
許
に
揃

っ
て
い
る
写
真
に
よ
る
限
り
、
こ
の
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
確
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、

他
の
資
料
の
コ

ロ
ホ
ン
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
入
理
縁
門

一
巻
』、
又
の
名
を

『縁
門
論
』
も
し
く
は

『絶
観
論
』
と
よ
ぶ
作
品
は
、
石
井
本
と
ペ
リ
オ
第
二

七
三
二
号
が
も

っ
と
も
古
い
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
本
の
特
色
は
さ
ら
に
ど
こ
に
も
菩
提
達
摩

の
名
を
あ
ら
わ
さ

な

い
点
に
あ
る
。
今
日
、
菩
提
達
摩
の
真
説
と
し
て
唯

一
の
も
の
と
さ
れ
る

『
二
入
四
行
論
』
も
ま
た
必
ず
し
も
そ
の
本
文
に
達
摩
の

名

を
示
さ
ず
、
三
蔵
法
師
、
又
は
法
師

の
名
が
二
ヶ
所
に
見
え
る
に
と
ど
ま
る
か
ら
、

『入
理
縁
門

一
巻
』
も
ま
た
そ
の
名
を
あ
ら
わ

さ
ぬ
こ
と
を
、
と
く
に
異
と
す
る
に
足
り
ぬ
。
む
し
ろ
、
宗
密
や
延
寿
の
言
う
と
こ
ろ
に
従

っ
て
、

そ
の
作
者
を
牛
頭
法
融
と
認
め
て

差
支
え
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。

元
来
、
絶
観
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に
久
野
芳
隆
氏
が
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
牛
頭
法
融
の
も
の
と
さ
れ
る

『
心
銘
』
に
見
ら
れ
る

し
、
三
論
宗
の
大
成
者
吉
蔵
が

『大
乗
玄
論
』
の
二
智
義
の
条
に
般
若
波
羅
蜜

の
深
義
を
明
し
て
、

夫
万
化
非
無
宗
、
而
宗
之
者
無
相
。
虚
宗
非
無
契
、
而
契
之
者
無
心
。
故
聖
人
以
無
心
之
妙
慧
契
彼
無
相
之
虚
宗
。

即
内
外
並
冥
、

縁
智
倶
寂
。
智
慧
是
知
照
之
名
、
豊
能
称
絶
観
般
若
。
(日
・
麟
ー
α09)

と
言
い
、
般
若
の
本
質
そ
の
も
の
を
絶
観
と
し
、
智
慧
は
な
お
観
を
立
場
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
と
関
係
し
、
無
得
正

観

を
宗
と
し
た
三
論
宗
よ
り
出
て
、
無
相
の
虚
宗
に
冥
契
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
牛
頭
法
融
に
、

『
絶
観
論
』
の
作
品
が
あ

っ
た
こ
と



は
む
し
ろ
当
然
と
言

っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
敦
焼
本

『
絶
観
論
』
の
本
来
の
名
は

『
入
理
縁
門
論
』
で

あ
り
、
そ
れ
が

『
絶
観
論
』
と
よ
ば
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
牛
頭
法
融
に
絶
観
の

思
想
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
と
し
て
も
、
敦
焼
文
書
に
よ
る
限
り
、

『
入
理
縁
門
論
』
を
こ
の
名
で
呼
ぶ
の
は
、

や
は
り
本
来
の
も
の

で
な
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、

こ
の
書
が
や
が
て

『
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な

る

の
を
見
る
と
、
そ
う
し
た
よ
び
方
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
、
本
来
こ
の
書
が
も

っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

入
理
と
縁
門
と
い
う
師
弟
の
名
は
、
あ
き
ら
か
に
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
の

『
二
入
四
行
論
』
を
前
提
す
る
も
の
で
、

か
り
に

『
入
理
縁

門
』

の
作
者
が
牛
頭
法
融
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
法
融
は
す
で
に
達
摩

の

『
二
入
四
行
論
』
の
意
を
承
け
て
、

こ
の
書
を
作

っ
た
と
考

え
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
言
う
な
ら
ぱ
、
菩
提
達
摩
の

『
二
入
四
行
論
』
に
よ
っ
て
、
達
摩
以
後
の
伝
統
を
主
張
す
る
た
め
に

作

ら
れ
た
浄
覚

の

『榜
伽
師
資
記
』
が
、

『
榜
伽
経
』
の
訳
者
と
し
て
の
求
那
祓
陀
羅
を
達
摩
の
先
輩
と
す
る
た
め
に
、

達
摩
の

『
二

入
四
行
論
』
に
よ
っ
て
求
那
蹟
陀
羅
の
思
想
を
示
し
た
よ
う
に
、

『
入
理
縁
門
論
』
は
何
ら
か
の
形
で

『
二
入
四
行
論
』
を
前
提
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。五

そ
れ
で
は
、
そ
の
本
来

の
作
者
が
何
人
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
『
入
理
縁
門
』
の

一
書
が
、
あ
ら
た
め
て
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
の
『
絶

観
論
』
と
な

っ
た
の
は
何
故
か
。
そ

の
間
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
名
は
、
す
で
に
注
意
し
た
よ
う
に
、

新
し
く
発
見

さ
れ
た
ペ
リ
オ
第
二
〇
四
五
号
の
巻
首

の
そ
れ
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
写
本
の
内
容
は
巻
首
を
欠
く
北
京
本

『観
行
法
為
有
縁
無

絶
観
論
の
本
文
研
究
(柳
田
)

七
三



七
四

名

上
士
集
』
に
完
全
に

一
致
し
、
尾
題
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
北
京
本
の
巻
首
も
ま
た
こ
の
写
本
と
同
じ
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。
し
か
も
、

『三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』
を

『
入
理
縁
門
』
に
比
べ
る
と
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
末

尾
に
十
三
段
ぼ
か
り
の
増
加
部
分
が
あ
る
上
に
、
両
者
に
共
通
す
る
本
文
全
体
に
お
い
て
、
か
な
り
の
文
字
の
異
同
出
入
が
あ
り
、

そ

の
た
め
に
場
合
に
よ

っ
て
は
内
容
の
変
化
す
ら
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
縁
門
の
質
問
と
入
理
の
答
語
を
、

大
小
に
分
け
て
書
く
様
式
は
、

こ
の
書
で
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
さ
ら
に
縁
門
の
質
問
を
テ
ー
マ
毎
に
新
し
い
提
起
と
し
て
起
す
こ
と
も
な
く
、

全
体
が
同
列
の
問
答

の
継
続
と
し
て
、

一
つ
の
延
べ
書
に
な

っ
て
い
る
。

結
論
的
に
言

っ
て
、
『
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』
は
、
『
入
理
縁
門
論
』
の
副
題
で
あ

っ
た

『
絶
観
論
』
を
標
題
と
し
、

こ
れ
に

三
蔵
法
師
菩
提
達
摩

の
名
を
冠
す
る
と
共
に
、
さ
ら
に
末
尾
に
十
三
項
あ
ま
り
の
問
答
を
加
え
て
、
新
た
に

『観
行
法
』
と
い
う
尾
題

を
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
達
摩
禅
の
綱
要
書
の
如
く
に
改
作
し
た
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、

『観
行
法
』

と
い
う
の
は
新
し

く
加
わ

っ
た
末
尾
の
十
三
項
あ
ま
り
の
問
答
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
従
来
そ
の
編
者
と
み
ら
れ
て
い
た
無

名
上
士
集
と
い
う

五
字
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
有
縁
の
無
名
上
士
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
観
行
法
の
意
に
と
る
べ
き
で
、

必
ず

し
も
編
者

の
名
で
は

あ
る
ま
い
し
、
ま
し
て
特
定
の
人
名
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
か
り
に
無
名
を
特
定
の
人
名
も
し
く
は
逸
名
で
あ
る
と
し
て
も
、
編
者

が
自
か
ら
無
名
上
士
と
書
く
か
ど
う
か
。
他
に
例
証
の
な
い
限
り
、

無
名
上
士
は
こ
の
書
が
予
想
す
る
読
者
で
あ

っ
て
編
者
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
観
行
法
為
有
縁
無
名
上
士
集
』
は
、
『
入
理
縁
門
論
』
が

『
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』
と
な

っ
た
と
き
に

新

し
く
加
え
ら
れ
た
名
で
あ
り
、
す
で
に
菩
提
達
摩
の
流
れ
に
属
す
る
か
な
り
多
数
の
観
行
者
を
対
象
と
す
る
、

観
行
の
綱
要
書
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。



先
に
言
う
よ
う
に
、
『
入
理
縁
門
』
も

『観
行
法
』
も
、
『
絶
観
論
』
と
総
称
さ
れ
る
す
べ
て
の
文
書
は
、
今
日
の
と
こ
ろ
敦
煙
資
料

以
外
に
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
よ
う
な
変
化
は
あ
る
い
は
敦
煙
に
お
い
て
の
こ
と
で
、
中
国
本
土
の
禅
宗
と
何
ら
か
か

わ
り
が
な
い
と
も
言
え
る
が
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
他
に
例
証
の
な
い
限
り
俄
か
に
断
定
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
絶
観
と
観
行
は
、

も

と
毛
と
反
対
の
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
宗
密
の

『
円
覚
経
略
疏
』
巻
上
の
第

一
に
、
宗
趣

の
通
別
を
明
ら
か

に
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
の
が
参
考
さ
れ
て
よ
い
。

宗
趣
通
別
者
、
通
論
仏
教
、
因
縁
為
宗
。
別
明
此
経
、
又
有
総
別
。
総
以
心
境
空
寂
、
覚
性
円
満
、
凡
聖
平
等
為
宗
、

令
修
行
者

む

む

忘
情
等
仏
、
観
行
速
成
為
趣
。
又
以
前
趣
為
宗
、
令
惑
業
消
滅
、
永
絶
輪
廻
、
起
大
神
用
、
安
楽
自
在
為
趣
。
別
者
有
五
対
、

一

　

む

教
義
対
、
教
説
為
宗
、
義
意
為
趣
。
二
理
事
対
、
挙
事
為
宗
、
顕
理
為
趣
。
三
境
行
対
、
理
境
為
宗
、
観
行
為
趣
。
四
行
寂
対
、

む

　

む

　

む

む

観
行
為
宗
、
絶
観
為
趣
。
五
寂
用
対
、
絶
観
心
寂
為
宗
、
起
大
神
用
為
趣
。
此
五
亦
是
従
前
起
後
、
漸
漸
相
由
　
。

宗
密
に
よ
る
と
、
ま
ず
観
行
は
方
法

(宗
)
で
あ
り
、
絶
観
は
そ
の
目
標

(趣
)
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
進
ん
で
絶
観
を
方
法
と
し
、

大
神
用
を
起
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
の
で
あ
り
、
前
者
に
よ

っ
て
後
者
を
起
し
、
次
第
に
深
化
し
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。

言
う
な
ら
ば
、
観
行
と
絶
観
は
、
矛
盾
し
つ
つ
次
第
に
深
ま
り
、
終

い
に
は
覚
性
円
満
し
凡
聖
平
等
の
と
こ
ろ
に
至
り
、
安
楽
自
在

を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
行
と
絶
観
の
弁
証
法
的
深
ま
り
は
、

必
ず
し
も
現
存

の

『絶
観
論
』
の
中
に
明
確
に
表
わ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
う
し
た
方
向
性
が
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
と
く
に
、
後
尾
に
附
加
さ
れ
た
十
三
段
の
部

に
、
如
来
蔵
の
意

が
強
く
み
ら
れ
、
そ
う
し
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

『
絶
観
論
』
本
文
の
般
若
的
な
傾
向
の
部
分
と
異
な

っ
た
と
こ
ろ
が

あ

り
、
そ
の
故
に
と
く
に

『
観
行
法
』
と
よ
ば
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

七
五



七
六

占
ノ、

 

つ
ぎ
に
、
ペ
リ
オ
第
二
〇
七
四
号
は
、
巻
首
に

『絶
観
論
』
と
題
し
、
そ
の
下
に

「菩
薩
心
境
相
融

一
合
論
」
の
名
を
有
し
、

た
だ

ち
に
本
文
に
入
る
点
は

『
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
本
文
は

『
入
理
縁
門
論
』
に
近
く
、

テ
ー
マ
の
変
る
毎

に
縁
門
が
起

っ
て
質
問
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
点
も

一
致
す
る
。
残
念
乍
ら
こ
の
写
本
は
、

『
入
理
縁
門
論
』
の
第
十
二
段
に
当
る
最

後

の
問
の
と
こ
ろ
で
終

っ
て
い
る
。
写
本
の
様
式
は
、
明
ら
か
に
欄
筆
で
あ

っ
て
断
欠
で
な
い
が
、
質
問
の
み
で
答
え
が
な
い
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
何
か
の
事
情
で
書
写
を
中
止
し
た
の
で
あ

っ
て
、
か
か
る
テ
キ
ス
ト
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

幸

い
に
こ
の
テ
キ
ス

ト
は
、
ペ
リ
オ
第
二
八
八
五
号
の
相
当
部
分
に

一
致
し
、
後
者
の
首
部
に
断
欠
の
あ
る
の
を
補
い
、
前
者
が
写
さ
な

か
っ
た
後
半
部
を
、

後

者
に
よ

っ
て
推
定
し
う
る
便
宜
を
有
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
二
つ
の
写
本
を
同
じ
系
統
の
も
の
と
す
れ
ぱ
、
首
題
を
『縁
門
論
』
、

別

に
名
づ
け
て

『菩
薩
心
境
相
融

一
合
論
』
と
言

っ
た
筈
で
、
こ
の
首
題
は
石
井
本
と
ペ
リ
オ
第
二
七
三
二
号
の
そ
れ
に

一
致
し
、

尾

題

の
み
を

『
達
摩
和
尚
絶
観
論
』
と
言

っ
た
の
は
、

『
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』
の
影
響
を
と
ど
め
た
こ
と
が
判
る
。

た
だ
し
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
最
後

の
と
こ
ろ
は
、

『
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』

の
そ
れ
に
比
し
て
、

さ
ら
に
四
種
あ
ま
り

の
問
答
が
加
え
ら

れ
て
、
も

っ
と
も
後
に
発
展
し
た
こ
と
を
示
し
、
ま
た

『
菩
薩
心
境
相
融

一
合
論
』
と
い
う
首
題
も
他
に
例
が
な
く
、

お
そ
ら
く
こ
の

写
本
の
み
が
内
容

に
よ

っ
て
新
し
く
加
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
ペ
リ
オ
第
二
八
八
五
号
は
夙
に
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
蕃
国
大
徳
三
蔵
法
師
法
成
の
筆
で
、

か
れ
が
こ
の
本
を

書
写
し
た
辛
巳
年
は
、
八
〇

一
お
よ
び
八
六

一
の
中
、
お
そ
ら
く
前
者
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

ま
さ
し
く
唐

の
貞
元
十
七
年
に
当
り
、



法
成

の
青
年
期
の
筆
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
年
に
お
け
る
か
れ
の
多
方
面
な
活
躍

の
う
ち
、
禅

へ
の
関
心
が
比
較
的
早
く
終
止
し
た
こ

と
を
推
せ
し
め
る
が
、
あ
た
か
も
中
原
で
は

『宝
林
伝
』
の
成
立
と
前
後
し
て
、

達
摩
系
の
禅

の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
問
題
が
人

々
の

関
心
を
集
め
て
、
南
北
二
宗

の
対
立
よ
り
、
次
第
に
馬
祖
系
の
興
隆
期
に
移
る
頃
で
あ
る
。
法
成
の
写
本
が
、

『
達
摩
和
尚
絶
観
論
』

と
い
う
名
を
尾
題
に
し
つ
つ
、
首
題
を

『
縁
門
論
』
も
し
く
は

『菩
薩
心
境
相
融

一
合
論
』
と
言

っ
た
と
す
れ
ぱ
、

そ
れ
は
先
に
言
う

よ
う

に
法
成

の
禅
宗
に
対
す
る
関
心
-

延
い
て
は
敦
燵
仏
教
の
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
達
摩
系
の
禅
宗
と
い
う
名
よ
り
も
、

そ

の
菩
薩
心
境
相
融
と
い
う
思
想
内
容
が
問
題
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
か
り
に
、
先
に
引
い
た
宗
密
の
言
葉
に
従
う
な
ら
ば
、

心

境
空
寂
、
覚
性
円
満
、
凡
聖
平
等
を
宗
と
し
、
修
行
者
を
し
て
情
を
忘
じ
て
仏
と
等
し
か
ら
し
め
、
観
行
の
速
か
に
成
ず
る
こ
と
を
趣

と
す

る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
と
言
え
ぱ
、
こ
の
書

の
全
体
を
観
行
の
書
と
み
た
の
で
あ
る
。

近
時
、
上
山
大
峻
氏
が

「榜
伽
師
資
記
の
チ
ベ

ッ
ト
訳
に
つ
い
て
」
(竜
谷
大
学
仏
教
学
会
編

・
『仏
教
文
献
の
研
究
』
昭
和
四
十
三
年
)
で

指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

『
榜
伽
師
資
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
初
期
禅
録
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
、
他
に
も
か
な
り
存
す
る
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ぱ
、
或
い
は

『
絶
観
論
』
の
さ
ま
ざ
ま
の
別
名
や
首
題
は
、
敦
煙
で
附
せ
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ず
、

さ
ら
に
か
つ
て

諏
訪
義
譲
氏
が

「干
聞
国
懸
記
漢
訳
孜
」
(支
那
仏
教
史
学

一
の
四
)
で
論
じ
ら
れ
、
近
時
上
山
大
峻
氏
の

「大
蕃
国
大
徳
三
蔵
法
師
沙
門

法
成

の
研
究
」
(東
方
学
報
第
三
十
八
・
九
号
)
で
、
徹
底
的
な
究
明
を
見
た
法
成

の
敦
煙
に
お
け
る
活
躍
の
実
態
を
も
含
め
て
、
詳
細
を

今
後

の
調
査
に
ま
つ
外
は
あ
る
ま
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
首
題
を

『菩
薩
心
境
相
融

一
合
論
』
と
す
る
ペ
リ
オ
第
二
〇
七
四
号
と
、

尾
題
を

『
達
摩
和
尚
絶
観
論
』
と
す

る
ペ
リ
オ
第
二
八
八
五
号
は
、
六
種
の

『絶
観
論
』

の
う
ち
、
敦
煙
文
献
の
特
色
を
も

っ
と
も
濃
厚
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
に
お

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

七
七



七
八

け
る
敦
焼
資
料

の
全
体
的
な
調
査
に
よ

っ
て
、
そ
の
性
質
が
究
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
従
来
ほ
と
ん
ど
後
者
の
テ
キ
ス
ト
の
尾
題
の

み
に
よ

っ
て

『
達
摩
和
尚
絶
観
論
』
と
よ
ば
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
作
者
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
来
た
の
は
、
甚
だ
片
寄

っ
た
見
方
と
言
わ

ね
ば
な
る
ま
い
。

以
上
に
よ

っ
て
、
現
在
知
ら
れ
る
六
種
の

『絶
観
論
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
異

っ
た
題
名
の
由
来
と
、
そ
の
前
後
関
係

に
つ
い
て
、

一
往

の
推
定
を
加
え
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
じ
め
に
断

っ
た
よ
う
に
、
今
後
パ
リ
と
北
京
の
敦
煤
資
料

の
全
貌

が
明
ら
か
に
な
る

と
き
、
あ
る
い
は
大
い
に
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
今
は
六
種
の
テ
キ
ス
ト
を
右
の
結
論
に
従

っ
て
系
統

別

に
三
種
に
分
ち
、
各
系
統
毎
に
本
文
の
校
訂
を
加
え
た
も
の
を
、
つ
ぎ
に
収
録
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

対
校
に
当

っ
て
は
、
上
段
に
石
井
本
(記
号
を
国
で
示
す
)
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
に
ペ
リ
オ
第
二
七
三
二
号

(回
で
示
す
)
を
対
校
し
、

中
段
に
ペ
リ
オ
第
二
〇
七
四
号
(囹
で
示
す
)
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
と
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
ペ
リ
オ
第
二
八
八
五
号
(囚
で
示
す
)
を
対

校

し
、
前
者
に
な
い
後
半
部
は
自
然
後
者
を
底
本
と
す
る
こ
と
と
し
、
下
段
に
は
新
発
見
の
ペ
リ
オ
第
二
〇
四
五
号

(固
で
示
す
)
を
底

本

と
し
て
、
北
京
本

(囹
で
示
す
)
を
対
校
し
、
さ
ら
に
上
段
の
石
井
本
の
分
段
に
従

っ
て
、
上
中
下
そ
れ
ぞ
れ
を
対
照
で
き
る
よ
う
に

注
意
し
だ
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
の
ま
ま
と
し
て
、
誤
脱
そ
の
他
の
校
勘
を
加
え
な
か
っ
た
の
は
、

一
に
は

時
間
的
な
余
裕
を
得
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
が
、

一
に
は
従
来
の
先
学
の
校
訂
が
、
あ
ま
り
に
私
意
に
よ
る
訂
正
を
加
え
る
こ
と
に
過

ぎ
て
、
原
本

の
形
を
変
じ
た
嫌
い
が
あ
る
の
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
種

の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
綜
合
し
て
、
あ
た
ら

し

い
定
本
を
作
る
仕
事
は
、
い
ず
れ
他
日
に
ゆ
ず
り
た
い
。



、

第

二
部

本

文

対

入
理
縁
門
一
巻

　

　

鹿

是

問

頭

、

縁

門

起

決

。

注

是

答

語

、

入

理

除

疑

。

ρ

是

名

絶

観

論

。

ω
鹿
以
下
、
原

写
本
で
は
細
字

二
行

の

注

の
形
式
を

と

っ
て

い
る
が
、
此

の

校

本
で
は
、

一
字
を
下
げ

て
示
す
。

又
、
本
文
中

の
入
理

の
答
語
も
す

べ

て
細
字

と
し

な
い
。

②
縁
、
以
下
十

二
字
、
回
は
破
損
。

㈲
論
、
回

に
な
し
。

〔
こ

ま

　

　

夫
大
道
沖
虚
、
幽
微
寂
翼
、
不
可
以
心

圏

会

、

不

可

以

言

詮
。

今

且

立

二
人

、

共

談

真
実

。

師

主

名

入

理
、

弟

子

号

縁

門

。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

校絶
観
論

菩
薩
心
境
相
融

一
合
論

口
口
口
口
口
、
幽
微
寂
箕
、
不
可
以
心

会
、
不
可
以
言
詮
。
今
直
仮
立
二
人
、

共
談
口
口
、
口
口
口
口
、
口
口
口
口
門
。

三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論

夫
大
道
沖
虚
、
幽
微
寂
輿
、
不
可
以
心

会
、
不
可
以
言
詮
。
今

且
仮
立
二
人
、

共
談
真

一
。
師
名
入
理
、
弟
子
号
日
縁

七
九



二

、

三

、

四

、

五

、

六

、

於
是
入
理
先
生
、
寂
無
言
説
也
。
縁
門

圖忽
起
、
問
入
理
先
生
日
、
云
何
名
心
、

云
何
安
心
。
答
日
、
汝
不
須
立
心
、
亦

不
須
強
安
。
可
謂
安
　
。

問
日
、
若
無
有
心
、
云
何
学
道
。
答
日
、

ρ

道
非
心
念
、
何
生
於
心
也
。⑩

×

問
日
、
若
非
心
念
、
当
何
以
念
。
答
日
、

　

有
念
即
有
心
、
有
心
即
乖
道
。
無
念
即

無
心
、
無
心
即
真
道
。
μ

問
日
、

一
切
衆
生
実
有
心
不
。
答
日
、

⑫

⑱

若
衆
生
実
有
心
、
即
顛
倒
。
只
為
於
無

ゑ

む

の

ち

な

な

心
中
而
立
心
、
乃
生
妄
想
。
⑰

㈱

問
日
、
無
心
有
何
物
。
答
、
無
心
即
無

陣物
、
無
物
即
天
真
、
天
真
即
大
道
。　

問
日
、
衆
生
妄
想
、
云
何
得
滅
。
答
、

若
見
妄
想
、
及
見
滅
者
、
不
離
妄
想
。

於
是
入
理
先
生
寂
無
言
説
。
時
乃
縁
門

忽
起
口
口
口
先
日
、
云
何
名
心
、
云
何

安
心
。
入
理
答
日
、
汝
不
須
立
心
、
亦

不
須
強
安
、
可
口
口
　
。

(無
)

又
問
日
、
若
有
心
、
云
何
学
道
。
答
日
、

悲
念
、
何
在
於
心
。
又
問
日
、
若
非
心

念
当
何
念
。
答
日
、
有
念
即
有
心
、
有

心
即
乖
道
。
無
念
即
無
心
、
無
心
即
真

道
。

又
問
日
、

一
切
衆
生
実
有
心
不
。
答
日
、

若

一
切
衆
生
実
有
心
者
、
即
無
顛
倒
。

(妄
)

弓
為
於
無
心
中
而
立
心
故
、
乃
生
忘
想
。

又
問
日
、
無
心
有
何
物
。
答
日
、
無
心

即
無
物
、
無
物
即
天
真
、
天
真
即
大
道
。

又
問
日
、
衆
生
安
相
云
何
可
滅
。
答
日
、

若
見
妄
相
及
可
滅
者
、
皆
不
離
妄
相
。

八
〇

門
。
於
是
入
理
先
生
寂
然
無
説
。
時
乃

縁
門
忽
起
、
請
問
先
生
日
、
云
何
名
心
、

云
何
安
心
。
入
理
答

日
、
汝
不
莫
須
立

心
、
亦
不
須
強
安
。

又
問
、
若
無
有
心
、
云
何
学
道
。
答
、

道
非
心
会
、
何
在
於
心
。

又
問
、
若
非
心
、
当
以
何
会
。
答
、
有

会
即
有
心
、
有
心
即
乖
道
。
無
会
即
無

心
、
無
心
即
真
道
。

又
問
、

一
切
衆
生
実
有
心
不
。
答
、

一

切
衆
生
実
無
心
、
只
為
於
無
心
法
中
而

強
立
心
、
乃
生
妄
相
。

又
問
、
無
心
有
何
物
。
答
、
無
心
即
無

物
、
即
非
法
、
非
法
即
真
道
突
。

又
問
、
衆
生
妄
想
、
云
何
可
滅
。
答
、

若
見
有
妄
可
滅
者
、
皆
不
離
妄
想
。



七

、

八

、

陣

問

日
、

不

遣

滅

者

、

得

合

道

理

否

。

答

日
、

若

言

合

与

不

合

、

亦

不

離

妄

想

。

問

日
、

若

為

時

是

。

答

日
、

不

為

時

是

。

ω
大
、
回

に
な
し
。

働
微
、
以
下

三
字
、
回

は
破
損
。

圖

心
、
回

に
よ
る
、
國

に
な
し
。

㈲
今

の
下
に
回

は
者
あ

り
。

㈲
且

の
下
に
回

は
仮
あ

り
。

㈲
主
、
回

に
な
し
。

㈲
号

の
下
に
囹

は
日
あ

り
。

圖
忽
、
回
に
よ
る
、
国

に
な
し
。

働
念

、
口
は
確
か
な
ら
ず

、
次

の
問
答

に
よ

っ
て
念
と
す
る
、
た
だ
し
、
囹

は
以
下
す

べ
て
会
。

×
に
て
示
す
。

㈲
何
以
、
回
は
以
何
。

⑳
心
、
回
は
確

か
な
ら
ず
。

圃
心

の
下
に
、
回
は
者
あ
り
。

圖
為
、
国

は
確

か
な
ら
ず
。

圃
心
、
回

に
な
し
。

㈲
生
、
回
は
是
。

岡
想
、
團

は
確

か
な
ら
ず
、
ま
た
下
に

絶
観
論
の
本
文
研
究
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田
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又
問
日
、
不
道
者
合
道
理
不
。
答
日
、

若
言
合
与
不
合
、
亦
不
離
妄
相
。

又
問
、
若
為
時
是
。
答
日
、

一
不
為
時

是
。

又

問
、

若

為

時

是

。

答

、

一
不

為

時

是

。

八

一



、

 

二

、

三

、

也
あ
り
。

㈱
答

の
下

に
回
は

日
あ
り
。
以
下
す

べ

て
×
に
て
示
す
。

圏
無
、
回

に
な
し
。

圃
物
、
回

は
確

か
な
ら
ず
。

囲

日
の
下

に
、
回

は
無

心
有
何
物

日
の

七
字
あ

り
て
消
却
す
。

〔
二
〕

縁

門

間

日
、

夫

言

聖
人

者

、

当

断

何

法

、

当

得

何

法

、

而

云

聖

也
。

入
理

日
、

一

法

不

断

、

一
法

不

得

、

即
為

聖

也
。

ω

②

問
日
、
若
不
断
不
得
、
与
凡
何
異
。
答

日
、
不
同
。
何
以
故
、

一
切
凡
夫
妄
有

仰

所
断
、
妄
有
所
得
。

問
日
、
今
言
凡
有
所
得
、
聖
無
所
得
。

然
得
与
不
得
、
有
何
異
。
答
日
、
凡
有

ρ

所
得
、
即
有
虚
妄
。
聖
有
所
得
、
即
無

虚
妄
。
即
論
同
与
不
同
、
無
虚
妄
故
、

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
夫
言
聖
人
者
、

(断
)

当
斯
何
法
、
当
得
何
法
而
云
聖
也
。
答

日
、

一
法
不
断
、

一
法
不
得
、
此
謂
聖

人
。

又
問
日
、
若
不
断
不
得
者
、
与
凡
何
異
。

答
日
、
不
同
。
何
以
故
、

一
切
凡
夫
妄

有
所
断
、
妄
有
所
得
故
。

又
問
日
、
今
言
凡
有
所
得
、
聖
無
所
得
。

然
得
与
不
得
有
何
異
。
答
日
、
凡
有
所

　

　

　
ゆ

得
、
即
有
虚
妄
、
聖
無
所
得
、
即
無
虚

八
二

又
問
、
夫
言
聖
人
者
、
当
断
何
法
、
当

得
何
法
而
云
聖
人
。

答
、

一
切
法
不
断
、

一
切
法
不
常
、

一
劫
法
不
得
、
此
謂
聖

人
。

又
問
、
若
不
断
不
常
不
得
者
、
与
凡
何

異
。
答
、
不
同
。
何
以
故
、

一
切
凡
夫

皆
妄
想
有
所
断
、
妄
想
有
所
得
。

又
問
、
今
凡
有
所
得
。
然
得
与
不
得
有

何
異
。
答
、
凡
有
所
得
、
即
有
虚
妄
。

聖
無
所
得
、
即
無
虚
妄
。
有
虚
妄
者
、



四

、

五

、

　
り

て

　

即
無
異
無
非
異
。

問
日
、
若
無
異
、
聖
名
何
立
。
答
日
、

ρ

凡
夫
之
与
聖
人
、
二
倶
是
名
。
名
中
道
陣

無
二
、
即
無
差
別
、
如
説
亀
毛
兎
角
。

問
日
、
若
聖
人
同
亀
毛
兎
角
者
、
応
是

⑪

畢
童
無
、
令
人
学
何
物
。
答
日
、
我
説

亀
毛
無
、

難
也
。

不
説
亀
亦
無
。
汝
何
以
設
此

六

、
七

、

問
日
、
無
毛
喩
何
物
、
亀
喩
何
物
。
答

日
、
亀
喩
於
道
、
毛
喩
於
我
。
故
聖
人

⑫

⑬

無
我
而
有
道
。
但
彼
凡
夫
、
而
有
我
有

名
者
、
如
横
執
有
亀
毛
兎
角
也
。

問
日
、
若
此
者
、
道
応
是
有
、
我
応
是

無
。
若
是
有
無
、
豊
非
有
無
之
見
。
答

日
、
道
非
是
有
、
我
非
是
無
。
何
以
故
、

亀
非
先
無
今
有
、
故
言
有
無
、
毛
非
先

絶
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妄
。
有
虚
妄
者
、
即
無
同
与
不
同
。
無

㈲

虚
妄
者
、
即
無
異
与
非
異
。

の　

て

又
問
日
、
若
無
異
者
、
聖
名
何
云
。
答

　

の

日
、
凡
之
与
聖
二
倶
是
名
、
名
中
無
二

即
無
差
別
、
如
説
亀
毛
兎
角
也
。

×

⑨

⑩

又
問
日
、
若
聖
人
同
亀
毛
者
、
即
応
是

⑪
⑫

×

畢
寛
無
、
令
人
学
何
物
。
答
日
、
我
説

⑯

亀
毛
無
、
不
説
亀
無
。

陶無
毛
喩
何
也
。

又

問

、

⑯

道

、

毛

喩

於

我

。

汝
何
以
誤
此
難
。

×

⑮

答
日
、
亀
喩
於

故
聖
人
無
我
而
道
也
。

⑰

㈱

倶
彼
凡
夫
而
有
我
有
名
者
、
如
横
執
有

亀
毛
兎
角
也
。

又
問
日
、
若
如
此
者
、
道
応
是
有
、
我

⑲

⑳

応
是
無
。
若
是
有
無
、
豊
非
有
有
無
之

陣見
。
答
日
、
道
非
是
有
、
我
非
是
無
。

陶

何
以
故
、
亀
非
先
無
今
故
有
、
不
可
言

即
言
同
与
不
同
。
無
虚
妄
者
、
即
無
異

与
不
異
。

又
問
、
若
無
異
者
、
聖
名
云
何
立
。
答
、

凡
之
与
聖
、
二
倶
是
名
。
名
中
無
二
、

無
二
即
無
差
別
、
如
説
亀
毛
兎
角
也
。

又
問
、
若
人
同
亀
毛
者
、
即
是
畢
寛
無

人
、
遣
学
何
物
。
答
、
我
説
亀
無
毛
、

不
説
無
亀
。

又
問
、
無
毛
喩
何
物
、
有
亀
喩
何
物
。

答
、
亀
喩
於
道
、
毛
喩
於
我
。
是
故
聖

人
無
我
而
得
道
成
。

又
問
、
若
此
者
、
道
応
是
有
、
我
応
是

無
、
取
立
有
無
、
豊
非
二
見
耶
。
答
、

道
非
是
有
、
我
非
是
無
。
何
以
故
、
亀

非
先
無
今
有
、
故
不
可
言
有
。
我
非
先

有
今
無
、
故
不
可
言
無
。

八
三



八
四

有
今
無
。
故
不
言
無
。
道
之
与
我
、
讐

類

可

知

。

μ

八
、

問

日
、

夫

求

道

者

、

為

一
人
得
耶
、
為

衆
人
得
耶
、
為
各
各
得
耶
、
為
惣
共
有

陣

之
、
為
本
来
有
之
、
為
伏
修
成
得
之
。

答
日
、
皆
不
如
汝
所
説
。

一
人
得
者
、

m道
即
有
窮
。
道
即
不
遍
、
何
以
故
、
若

陣

若
衆
人
得
者
、

僻

有
。
毛
非
先
有
今
無
、
故
不
可
言
無
。

陣

道
之
与
我
讐
類
可
知
。

⑳

鋤

又
問
日
、
夫
道
者

一
人
得
之
、
為
衆
人

陶

得
之
、
為
各
各
有
之
、
為
惣
共
有
之
、

陣

為
本
来
有
之
、
為
脩
成
有
之
。
答
日
、

㈲

㈹

皆
不
如
汝
所
説
。
何
以
故
、
若

一
人
得

ー

脚

者
、
道
即
不
遍
、
若
有
衆
人
得
者
、
道

又
問
、
夫
道
者
為
当

一
人
得
之
、
為
当

衆
人
得
之
、
為
当
各
自
有
之
、
為
当
惣

若
各
各
得
者
、
道
即
有
数
。

即
有
窮
。
若
各
各
得
者
、
道
即
有
数
。

若
惣
共
得
者
、
方
便
即
空
。
若
本
来
有

お

の

む

な

者
、
万
法
虚
設
。
若
修
成
得
者
、
造
罪

非

真

。

九

、

問

日
、

究

寛

云

何
。

答

日
、

離

一
切

根

量

、

分

別

貧

欲

。

ω
断
、
働
得
、
回

は
上
下
す
。

㈲
有
、
回
は
無
。

㈲
答

日
、
回
は
誤

っ
て
消
除
し
て

い
る
。

㈲
有
、
國
回
と
も
に
有

で
あ
る
が
、
正

若
惣
共
有
者
、
方
便
即
空
。
若
本
来
有

陣

ー

ー

者
、
万
行
虚
設
。
若
脩
成
得
者
、
造
作

共
有
之
、
為
当
本
来
有
之
、
為
当
従
修

成

也
。

答

、

皆

不

如

汝

所

説

。

何

以

故

、

若

一
人
得
者
、
道
即
不
遍
、
若
衆
人
得

非

真

。

卜又
問

日
、

者
、
道
即
有
窮
。
若
各
有
者
、
道
即
有

数
。
若
惣
共
有
者
、
方
便
即
空
。
若
本

来
有
者
、
万
行
虚
設
。
若
修
成
者
、
造

作
非
真
。

究
童
云
何
。
答
日
、
離

一
切

又
問
、
究
寛
云
何
。

答
、
離

一
切
限
量

限
量
分
別
。

ω
聖
無
所
以
下
、
囚

は
断
続
し

つ
つ
こ

こ
よ
り
残
存
す
。

②
得
、
國

は
破
損
し

て
不
明
。

㈹
虚
、
國

は
破
損
し

て
不
明
。

分

別

。ω
為
当
以
下
六
字

、

す
。

原
本

は
く
り
か
え



し
く
は
無

と
す

べ
し
。

㈲
無
、
回

は
妄
。

切
非
、
回

は
虚
。

㈲
異

の
下

に
、
回
は
也
あ
り
。

働
与
、
回
は
問
。

⑳
角

の
下

に
、
回
は
也
あ
り
。

㈲
答
以
下
三
〇
字
、
回
に
な
し
。

圖
我
、
回
に
な
し
。

㈱
有
、
回
に
な
し
。

働
求
、
回
に
な
し
。

㈲
伏
、
両
本
と
も
に
伏

で
あ

る
が
、
お

そ
ら
く
復

の
誤
。

㈲
人
、
回

は
生
。

働
道
、
回

に
な
し
。
国

も
確

か
な
ら
ず
。

圏
設
、
回

は
説
。

四
罪

、
回

は
作
。

こ
の
段
、

は
じ
め

の
六
問
答
を

『
祖

堂
集
』
第

三
の
牛
頭
和
尚

の
章

に
引

き
、

第

八
問
答
を

『
宗
鏡
録
』
第
九
に
引
く
。

叉
、
後
者

の
最
後

の
部
分
は
、

『
万
善

同
帰
集
』
巻
中

に
も
引

か
れ
る
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

凶
無
、
囚

は
言
。

㈲
与
非
異
、
國

は
破
損

し
て
不
明
。

㈲

日
、
囚

に
な
し
、
以
下

同
じ

×
。

㈲
何
云
、
囚

は
云
何

立
。

圖
是
名
以
下
七
字

、
囚

は
破
損

し
て
不

明
。

働
聖
人
、
囚

に
な
し
。

⑳
亀

毛
者
以
下
七
字
、
囚

は
破
損
し

て

不
明
。

ω
令
、
囚

に
な
し
。

團
入

の
下

に
四
は
遣
あ
り
。

圖
不
説
以
下
十

二
字
、
囚
は
破
損
し
て

不
明
。

圓
無
毛
喩
何
也
、
國

は
亀

喩
何
物

。

㈲
於
道
、
國
に
な
し
。

⑯
喩
於
我
以
下
十
四
字

、
囚

は
破
損
し

て
不
明
。

㈲
名
者
如

、
國

は
破
損

し
て
不
明
。

圏
有
亀

毛
以
下
十
六
字
、
囚

は
破
損
し

て
不
明
。

圃
有

、
囚

に
な
し
。

鋤
之
、
囚

は
二
。

八
五



、

〔
三
〕

縁
門
間
日
、
凡
夫
有
身
、
亦
見
聞
覚
知
。

聖
人
有
身
、
亦
見
聞
覚
知
。
中
有
何
異
。

答
日
、
凡
夫
眼
見
耳
聞
、
身
覚
意
知
。

P

聖
人
即
不
爾
。
見
非
眼
見
、
乃
至
智
非

意
知
。
何
以
故
、
過
根
量
故
也
。

⑳
見

の
下

に
、
囚

は
耶
あ
り
。

囲
故
、
囚

に
な
し
。

圏
故
、
國

に
な
し
。

図
讐
、
囚

は
如
。

圃
又
、
囚

に
な
し
、
以
下
同

じ
、

×
。

囲
者

の
下
に
、
囚

は
為

あ
り
。

鋤
為

各
各
有

之
、
囚

に
な
し
。

圏
有

、
囚

は
得
。

囲
所
説

、
囚

は
破
損

し
て
不

明
。

岡
若

一
人
得

者
、
囚

は
破
損

し
て
不
明
。

㈹
有

、
囚

に
な
し
。

㈱
若
各
各
以
下
十

一
字

、
囚

は
破
れ
て

不
明
。

鯛
脩
、
者
、
造
、
囚

は
破
れ
て
不
明
。

於

是

縁

門

復

起

問

日

、
凡

夫
有

身

亦

有

見

聞

覚

知

、

聖

人

有

身

亦

有

見

聞

覚

　
る

り
　

　

知
、
中
有
何
異
也
。
答
日
、
凡
夫
眼
耳

陣

聞
身
覚
意
知
、
聖
人
即
不
是
。
見
非
眼

　
り

　
　

　
　

見
乃
至
意
知
。
何
以
故
、
過
限
量
故
。

八
六

又
問
、
凡
夫
見
聞
覚
知
、
聖
人
亦
見
聞

覚
知
、
何
有
異
也
。
答
、
凡
夫
眼
見
耳

聞
、
身
覚
意
知
。
聖
人
不
耳
聞
、
非
眼

見
、
乃
至
非
意
知
。
何
以
故
、
過

一
切

限
量
故
。



二

、

三

、

四

、

問
日
、
何
故
経
中
、
復
説
聖
人
無
見
聞

覚
知
者
何
。
答
日
、
聖
人
無
凡
夫
見
聞

覚
知
、
非
無
聖
境
界
。
非
有
無
所
摂
、

離
分
別
故
也
。

問
日
、
凡
夫
実
有
几
境
界
耶
。
答
日
、

実
無
妄
有
、
本
来
寂
滅
。
但
被
虚
妄
計

著
、
即
生
顯
倒
也
。

問
日
、
我
不
解
、
若
為
聖
見
非
眼
見
、

ρ

聖
知
非
意
知
。
答
日
、
法
体
難
見
、
讐

況
可
知
。
如
彼
玄
光
堕
物
、
如
照
所
照
、

非
有
能
之
眼
。
又
如
陰
陽
候
物
、
似
知
、

卜

非
有
能
知
之
意
也
。

ω
有
、
回
は
在
。

ω
見
非
の
二
字
、
国
は
確
か
な
ら
ず
、

回
は
見
な
し
。

㈲
凡
、
回
に
な
し
。

ω
也
、
回
に
な
し
、
以
下
答
語
の
末
の

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

　

　

又
問
日
、
何
故
経
中
復
説
聖
人
無
見
聞

⑩
覚
知
者
何
也
。
答
日
、
聖
人
無
凡
夫
見

09

㈱

聞
覚
知
、
非
無
聖
境
。
聖
境
界
非
有
無

陣

所
摂
、
離
分
別
也
。

×

⑭

又
問
日
、
凡
夫
実
有
凡
境
界
耶
。
答
日
、

脚

i

実
無
妄
有
、
本
来
寂
滅
、
但
虚
妄
計
著
、

生
於
顛
倒
。

卜又
問
日
、
我
不
解
、
若
為
聖
見
非
眼
見
、

聖
知
非
意
知
。
答
日
、
法
体
難
見
、
讐

陣

況
可
知
。
如
彼
玄
光
監
物
、
如
照
所
照

μ

非
有
能
照
之
眼
。
又
如
陰
陽
候
物
、
似

㌍
知

所

知

、

非

有

能

知

之

意

。

ω
也
、
圏

に
な
し
。

②

日
、
囚

に
な
し
。
以
下
同

じ
、

×
。

㈲
眼

の
下

に
、
囚
は
見
あ
り
。

叫
是
、
國

は
圷
。

㈲

至
の
下

に
國

は
知
非
あ
り
。

又
問
、
何
故
経
中
復
説
、
聖
人
無
見
聞

覚
知
等
、
何
意
。
答
、
聖
人
無
凡
夫
見

聞
覚
知
、
非
無
聖
境
界
者
、
離
分
別
爾
。

又
問
、
有
凡
夫
境
界
耶
。
答
、
本
来
実

無
、
但
虚
妄
計
著
、
生
顛
倒
。

又
問
、
為
聖
見
非
眼
見
、
聖
知
非
意
知
。

答
、
法
体
難
見
、
讐
類
可
知
、
如
彼
玄

光
薙
物
、
非
有
能
照
之
照
。
陰
陽
候
物
、

非
有
能
知
之
意
。

八
七



、

 

二

、

場
合
同

じ
。

×
に

て
示
す
。

㈲
非
、
國

は
悲
、
回

は
非

の
下
に
心
あ

り
o

㈲
照
、
国

は
昭
。

㈲
似
、

正
し

く
は
以
を
可
と
す
。

〔
四
〕

縁
門
起
問
日
、
道
究
寛
属
誰
。
答
日
、

究
童
無
所
属
、
如
空
無
所
依
。
道
若
有
陶

繋
属
、
即
有
遮
有
開
、
有
主
有
宰
也
。

問
日
、
云
何
為
道
本
、
云
何
為
法
用
。

答
日
、
虚
空
為
道
本
、
参
羅
為
法
用
也
。

㈲
過

の
下

に
、
囚

は

一
切
あ
り
。

㈲
限
、
囚

は
根
。

圖
叉
、
囚

に
な
し
。
以
下
同

じ
、

×
。

働
説

、
人
、
囚

は
不
明
。

圃
知
者
何

也
、
園

は
破
れ
て
不
明
。

爾
覚
知
非
、
囚

は
破
れ
て
不
明
。

圃
聖
境
界
以
下
八
字
、
囮

は
破
れ
て
不

明
。

圓
也
、
國

は
故
。

図
有
凡
、
囚
は
確
か
な
ら
ず
。

㈲
有
、
寂
、
囚
は
破
れ
て
不
明
。

圃
監
、
圏
は
堕
。

㈲
照
、
囚

に
な
し
。

圏
所
知
、
圏

に
な
し
。

　

　

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
道
究
寛
属
誰
。

ρ

答
日
、
究
童
無
所
属
、
如
空
無
所
依
。

道
有
所
繋
属
者
、
即
有
遮
有
開
、
有
主

有
宰
。

　
い

　
り

又
問
日
、
云
何
為
道
本
、
云
何
為
法
用
。

八
八

又
問
、
道
究
寛
属
誰
。
答
、
究
寛
無
所

属
、
如
空
無
所
依
。

道
所
属
者
、
即
有

遮
有
擬
、
有
主
有
寄
。

又
問
、
云
何
為
道
本
、
云
何
為
法
用
。

答
、
虚
空
為
道
本
、
参
羅
為
法
用
。
又



三

、

四

、

五

、

六

、

七

、

問
日
、
於
中
誰
為
造
作
。
答
日
、
中
実

ρ

無
造
作
。
法
界
性
自
然
。

問
日
、
可
不
是
衆
生
業
カ
所
為
耶
。
答

日
、
夫
受
業
者
、
而
為
業
繋
所
纒
。
自

　

　
り

因
無
由
。
何
暇
難
海
積
山
、
安
天
置
。

ρ

問
日
、
蓋
聞
菩
薩
有
意
生
身
。
山豆
不
由

神
通
之
力
耶
。
答
日
、
凡
夫
有
漏
之
業
、

聖
人
無
漏
之
業
。
彼
錐
勝
劣
有
殊
、
由

来
是
自
然
之
道
。
故
云
、
種
種
意
生
身
、

我
説
為
心
量
。

問
日
、
既
言
空
為
道
本
、
空
是
仏
不
。

答
日
、
如
是
。

r

問
日
、
若
空
是
聖
人
、
何
不
遣
衆
生
念

空
、
而
令
念
仏
也
。
答
日
、
愚
擬
衆
生
紳

教
令
念
仏
。
若
有
道
心
之
士
、
即
令
観

ρ

身
実
相
、
観
仏
亦
然
。
夫
言
相
者
、
即

絶
観
論
の
本
文
研
究
(柳
田
)

答
日
、
虚
空
為
道
本
、
参
羅
為
法
用
。

て

お

又

問

日
、

於

中

誰

為

造

作

者

。

答

日

、

の

　

ゆ

く

ほ

中

実

無

造

作

者

、

法

界
性

自

然
。

　

り

　

に
じ

又
問
日
、
不
可
不
是
衆
生
業
カ
所
為
耶
。

答
日
、
夫
受
業
者
、
而
為
業
繋
所
纒
、

陣

自
困
無
由
、
何
暇
馨
海
墳
山
、
委
天
置

陣地
。
　

の

む

こ

こ

又
問
日
、
蓋
聞
菩
薩
有
意
生
身
、
豊
有

神
通
之
力
耶
。
答
日
、
凡
夫
有
有
漏
之

⑯

業
、
聖
人
有
無
漏
之
業
、
彼
錐
勝
劣
有

μ

殊
、
由
未
是
自
然
之
道
。
故
経
云
、
種

陣

々
意
生
身
、
我
説
為
心
量
。

卜又
問
日
、
既
言
空
為
道
本
者
、
空
是
仏

不
。
答
日
、
如
是
。

×

⑲

叉
問
日
、
若
空
是
者
、
聖
人
何
不
令
衆

生
念
空
、
而
令
念
仏
。
答
日
、
為
愚
擬

問
、
於
中
誰
為
造
化
。
答
、
於
中
実
無

造
化
者
、
法
界
性
自
爾
。

又
問
、
可
不
是
衆
生
業
カ
所
為
耶
。
答
、

凡
夫
受
業
者
、
而
為
業
繋
所
纒
、
自
因

無
耶
。
何
仮
馨
海
墳
山
安
天
置
地
。

又
問
、
蓋
聞
聖
有
意
生
身
、
貴
不
由
神

道
之
耶
。
答
、
凡
夫
有
漏
之
業
、
劉

無
漏
之
業
。
彼
錐
勝
劣
有
殊
、
由
未
矧

自
体
之
道
。
故
経
言
、
種

々
意
生
身
、

我
説
為
心
量
。

又
問
、
既
言
為
道
本
者
是
以
不
。
答
、

如
矧
。

又
問
、
若
空
是
者
、
何
不
遣
人
念
空
、

ρ而
念
仏
。
答
、
為
愚
人
教
念
仏
。
若
有

道
心
者
、
教
念
空
亦
得
。
即
令
観
身
実

相
、
観
仏
亦
然
。
実
相
者
、
即
是
空
無

八
九



四
是
空
無
相
也
。

ω
究
、
回

に
な
し
。

②
也
、
團

に
な
し
。

㈹
然

の
下

に
回
は
也
あ
り
。

ω
因
、
團

は
困
。

㈲
置

の
下
に
、
回

は
地
あ
り
。

㈲

堂
、
原
本

不
明
、
團

に
よ
る
。

㈲
若
空
、
回

は
空
若
。

圖
令
、
回

は
令
字
を
ダ

ブ

ル
。

働

言

の
下
に
、
回

は
実
あ

り
。

00
空
、
回

は
虚
。

こ

の
段
、
第

二
、
第

三
の
問
答
を

『
注

心
賦
』
第

三
に
融
大
師

の
言
葉
と

し

て
引
く
。
同
書

に
別

に

『
絶
観
論
』

の
句

と
す

る
も

の
、

お
よ
び
『
宗
鏡
録
』

第
九
十

八
に
引
く
も

の
と
関
連
あ
り
。

陣

衆
生
、
教
令
念
仏
。
若
有
道
心
之
士
、
隅

即
令
観
身
実
相
、
観
仏
亦
然
。
夫
言
実

相
者
、
即
是
空
無
相
也
。

ω
於
、
囚

は
如

。

②
究

、
囚

に
な
し
。

偶
属
、
囚

は
処
。

凶
有

所
繋

属
者

の
五
字

、
囚

は
破
れ
て

不
明
。

㈲
又
、
圏

に
な
し
。
以
下
同
じ
、

×
。

㈲
本
云
何
以
下
八
字
、
國

は
破
れ
て
不

明
。

紛

日
、
囚

に
な
し
。

圖
作
、
國

は
化
、
次
も
同
じ
。

働
中

の
上
に
、
囚
は
於
あ
り
。

⑳
然
、
國

は

余
。

㈲
不
、
囚

に
な
し
。

㈱
委
、
囚

は
安

。

圏
地

の
次
に
、
囚

は
、
問
日
、
於
中
誰

為

造
作

者
、
答
日
、
口
口

無
造
作

者
、

法
界
性
自
然

の
二
十
二
字

あ
り
、
前

の
問
答
と
重
複

す
。

相

也

。

九
〇

ω
海
以
下
、
囹

に
傍
線
部
分
を
存
し
、

他
は
破
損

の
た
め
確

か
な
ら
ず
。

②
而
、
囹

は
如
。

㈲
得
、
囹
は
破
損
し
て
不
明
。



〔
五
〕

一
、
縁
門
起
問
日
、
蓋
聞
外
道
亦
得
五
通
、

菩
薩
亦
得
。
共
彼
有
何
異
也
。
入
理
答

②

日
、
不
同
。
何
以
故
、
外
道
謂
有
能
得
、

即
不
爾
、
了
達
無
我
故
也
。

二
、
問
日
、
自
有
始
、
凡
初
学
入
理
未
円
、

ρ微
証
真
如
、
薄
知
妙
理
。
与
彼
外
道
五

通
、
何
者
勝
。
答
日
、
先
取
入
理
微
証
、

ρ

何
用
彼
達
事
五
通
乎
也
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

圓
日
、
聞
、
囚
は
確
か
な
ら
ず

。

㈲
有
、
囚
は
不
由
。

㈲
之
業
、
囚
は
破
れ
て
不
明
。

㈲
経
、
囚
に
な
し
。

圏
生
、
囚
は
破
れ
て
不
明
。

四
者
、
國
は
道
本
。

圃
士

の
下
に
、
囚

は
念
空
亦
得

の
四
字

あ
り
。

鋤
言
、
囚
は
確

か
な
ら
ず
。

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
差
聞
外
道
亦
得

五
通
、
菩
薩
亦
得
、
彼
何
有
異
也
。
入

ρ

理
答
日
、
不
同
。
何
以
故
、
彼
外
道
謂

有
能
得
者
、
菩
薩
即
不
爾
、
了
達
無
我

故
。

又
問
日
、
自
有
始
、
凡
初
学
入
理
未
円
、

微
証
真
如
、
薄
知
妙
理
、
与
彼
外
道
五

ρ

1

通
、
何
者
勝
也
。
答
日
、
先
取
入
理
微

九

一



三

、

問
日
、
若
得
五
通
者
、
交
為
世
所
尊
、

交
為
世
所
重
、
前
未
知
然
、
却
知
過
事
、

自
防
慰
犯
、
豊
不
勝
哉
。
答
日
、
不
然
。

何
以
故
、

一
切
世
人
、
心
多
著
相
、
貧

縁
事
業
、
仮
偽
乱
真
。
彼
錐
有
勝
意
之

阿

通
、
善
星
之
弁
、
若
不
知
実
相
之
理
、

⑥

皆
不
免
没
於
裂
地
之
患
。

ω
問

日
蓋

の
三
字
、
原
本
は
不
明
。

回

に
よ

る
。

働
外
道
謂

の
三
字
、
原
本
は
不
明
。

圖
微
、
回

に
な
し
。

ω
乎
、
回

に
な
し
。

㈲
知
、
原
本

は
破
損
し
て
不
明
。

㈲
裂
地
之
患

、
国

は
破
損
。
回
は
患

の

下
に
也
あ
り
。

のり

　

　

証
者
、
何
用
彼
彼
道
事
五
通
。

　

ゆ

又

問

日
、

若

得

五
通

者

、

交

為

世

所

尊

、

ゆ

お　

こ

こ

交

為

世

所

重

、

前

知

未

然

、

却

知

過

事

、

μ

自

防
慰

犯

、

豊

不
勝

哉

。

答

日
、

不

然

。

お

　ゆ

む

　い

何
以
故
、

一
切
世
人
心
多
著
相
、
貧
縁

事
業
、
仮
偽
乱
真
。
彼
錐
有
勝
意
之
通
、

陣

善
星
之
辮
、
若
不
知
実
相
之
理
者
、
皆

陣
不
免
没
魂
於
裂
地
之
患
。

ω
何
有
異

也
、
囚

は
有

何
異
。

ω
彼

、
囚

に
な
し
。

㈲
得

者
、
圏

は
我
心
故
と
す
。

四
又
、
囚

に
な
し
。
以
下
同
じ
、

㈲
者
、
也

、
囚
に
な
し
。

㈲
彼

、
囚

に
な
し
。

㈲
道
、
囚

は
迷
。

圖
通

の
下
に
、
囚
は
乎
あ
り
。

働
若
、
者
、
囚

に
な
し
。

ω
未
、
囚
は
亦
。

⑳
却
、
囚

に
な
し
。

×

。

九
二



働
不
、
囚

は
確

か
な
ら
ず
。

㈱
世

の
下
に
、
囚

は
間
あ

り
。

圃
相
、
囚

は
想

。

㈲
辮
、
囚
は
弁

。

個
免
、
原
本
は
勉

、
囚
に
よ
る
。

、

 

二

、

〔
六

〕

縁
門
間
日
、
道
者
為
独
在
於
形
霊
之
中

　

　

耶
、
亦
在
於
草
木
之
中
耶
。
入
理
日
、

道
無
所
不
遍
也
。

問
日
、
道
若
遍
者
、
何
故
無
人
有
罪
、

熟
草
木
無
罪
。
答
日
、
夫
言
罪
不
罪
、

皆
是
就
情
約
事
、
非
正
道
也
。
但
為
罪

人
不
達
道
理
、
妄
立
我
身
、
熟
即
有
心
、

心
結
於
業
、
即
云
有
罪
。
草
木
無
情
、

本
来
合
道
、
理
無
我
故
無
不
計
、
即
不

ω

㈲

論
罪
与
非
罪
。
凡
夫
無
我
合
道
者
、
視

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
道
者
為
独
在
於

　

　

　

形
霊
之
中
耶
、
亦
在
於
草
木
之
中
取
。

　

　

入
理
答
日
、
道
無
所
不
遍
。

⑥

⑦

又
問
日
、
若
道
遍
者
、
何
故
熟
人
有
罪
。

ρ

無
草
木
無
皐
。
答
日
、
夫
言
罪
者
、
皆

ρ

是
就
情
約
事
、
非
正
道
也
。
但
為
人
不

陣
達
理
妄
立
我
身
、
無
即
有
心
、
心
結
於

陣

業
、
即
云
罪
也
。
草
木
無
情
、
本
来
合

陣

道
、
理
無
我
故
、
熟
者
不
計
、
即
不
論

卜

罪
与
非
罪
。
夫
無
我
合
道
者
、
視
形
如

又
問
、
大
道
者
、
為
独
在
形
路
之
中
耶
、

亦
在
草
木
之
内
耶
。

答
、
大
道
無
所
不

遍
。

又
問
、
道
若
遍
者
、
何
故
無
人
有
罪
、

熟
草
木
無
皐
。
答
、
夫
言
有
罪
無
罪
者
、

皆
就
情
約
事
、
非
正
道
也
。
但
為
人
不

ρ

達
理
、
妄
云
為
我
身
、
熟
即
有
心
、
結

於
業
、
即
云
罪
也
。
草
木
無
罪
情
故
、

非
有
我
故
、
窯
者
不
計
、
即
不
論
罪
与

無
罪
。
夫
無
我
者
、
視
形
如
草
木
、
被

九
三



三

、

形
如
草
木
、
被
研
如
樹
林
。
故
文
殊
執ρ

劒
於
盟
曇
、
鴛
掘
持
刀
於
釈
氏
。
此
皆

陣

道
合
同
証
不
生
、
了
知
幻
化
虚
無
。
故

陣

即
不
論
罪
与
非
罪
。

問
日
、
若
草
木
久
来
合
道
、
経
中
何
故

不
記
草
木
成
仏
、
偏
記
人
也
。
答
日
、

非
独
記
人
、
亦
記
草
木
。
経
云
、

一
微

ド
塵
中
倶
含

一
切
法
、
亦
如
也
、

一
切
衆

09

生
亦
如
也
、
如
無
二
無
差
別
。

ω
於
、
回

に
な
し
。

②

入
理
以
下

の
五
字
、
原
本
は
不
明
。

回

に
よ

る
。

㈲
罪
、
回

は
世
。

囚
凡
、
回

に
な
し
。

㈲
無
、
國

は
不
明
、
回

に
よ

る
。

㈲
樹

、
両
本

と
も
確

か
な
ら
ず
。

ω
皆

以
下

の
五
字
、
原
本

は
不
明
、
回

陣

草
木
、
被
研
如
樹
林
。
故
文
殊
執
劒
於

嬰
曇
、
鴛
鵬
持
刀
於
釈
氏
、
此
皆
合
道
、

の

⇒

に

ご

同
度
不
滅
也
。
不
生
了
知
、
幻
化
虚
無
、

故
即
不
論
罪
与
非
罪
。

ゆ

の

み

こ

む

な

又
問
日
、
若
木
亦
合
道
者
、
経
中
何
故卜

不
記
草
木
成
仏
、
乃
偏
記
人
也
。
答
日
、
陣

非
独
記
人
、
草
木
亦
記
。
経
云
、
於

一陣

微
塵
中
、
具
含

一
切
法
。
又
云
、

一
切

亦
如
也
。

一
切
衆
生
亦
如
也
。
如
元
二

図

元
差
別
也
。

ω
霊
、
囚

は
器
。

②
在
、
囚

に
な
し
。

㈲
中
取
、
囚

は
内
耶
。

四
入
理

、
囚

に
な
し
。

㈲
道

の
上
に
、
囚

は
大
あ

り
。

㈲
日
、
囚
に
な
し
。
以

下
同
じ
、

㈲
若
道
、
囚

は
道
若
。

圖
皐
、
國

は
罪

。

×
。

九
四

研
如
樹
林
。
故
文
殊
執
劒
於
盟
曇
、
鴛

堀
持
刀
於
釈
氏
。
此
皆
合
道
、
同
証
無

生
、
了
知
幻
化
虚
故
、
即
不
論
罪
与
非

罪
。
又
問
、
若
草
木
亦
合
道
者
、
経
中

ρ

何
不
記
草
木
成
仏
、
但
偏
説
人
也
。
答
、

非
独
説
人
、
草
木
亦
説
。
故
経
云
、

一

微
塵
中
具
合

一
切
法
。
又
云
、

一
切
法

亦
如
也
、

一
切
衆
生
亦
如
也
、
如
即
無

差
別
。(4)(3)(2}(1)

説 偏 為 遍

囹
は
盧
。

囹

に
な
し
。

團
は
論
。

固
は
記
、
次
も
同
じ
。



、

 

二

、

に
よ
る
。

圖
不

の
下

に
、
回

は
滅

不

の
二
字
あ

り
。

働
非
、
圖

は
不
。

圃
中

倶

の
二
字

、
国

は
不
明
、
回

に
よ

る
。

⑳
如

無
二
無

の
四
字
、
國

は
不
明
、
回

に
よ
る
。

〔
七

〕

縁
門
間
日
、
如
是
畢
童
空
理
、
当
於
何

証
。
入
理
日
、
当
於

一
切
色
中
求
、
当

於
自
語
中
証
。

ρ

問
日
、
云
何
当
於

一
切
色
中
求
、
当
於

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

働
情

、
囚

は
法
。

⑳
理

の
下
に
、
囚
は
者
あ
り
。

⑳
木

の
下
に
、
囚
は
水
あ
り
。

働
我

の
下
に
、
囚
は
哉
あ
り
、
次
も
同

じ
。

×

圖
被
、
囚
は
破
。

個
同
度
不
滅
也
、
囚
は
用
証
と
す
。

㈲
不
、
囚
は
無
。

⑯
叉
、
囚

に
な
し
。

働
若

の
下
に
、
囚
は
草
あ
り
。

圏
亦
、
國
は
久
来
。

四

一
、
國

に
な
し
。

圃
切

の
下
に
、
囚
は
法
あ
り
。

圃
也
、
囚

に
な
し
。

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
如
是
畢
寛
空
理
、

当
於
何
求
、
当
於
何
証
。
入
理
答
日
、

当
於

一
切
色
中
求
、
当
於
自
語
中
証
。

　

　

お

る

　り

　

又
問
日
、
云
何
色
中
求
空
、
語
中
求
証
。

又
問
、
如
是
畢
童
空
理
、
当
於
何
求
、

当
於
何
証
。
答
、
当
於

一
切
色
中
求
、

当
於
汝
自
語
中
証
。

又
問
、
云
何
色
中
求
、
語
中
証
。
答
、

九
五



三

、

四

、

五

、

六

、

自
語
中
証
。
云
何
色
中
求
、
云
何
空
語

中
証
。
答
日
、
空
色

一
合
、
語
証
不
二

也
。

問
日
、
若

一
切
法
空
、
何
為
聖
通
凡
擁
。

答
、
妄
動
故
擁
、
真
静
故
通
。

P

問
日
、
既
実
空
者
、
何
為
受
薫
。
若
既

受
薫
、
豊
成
空
也
。
答
日
、
夫
言
妄
者
、

不
覚
忽
而
起
、
不
覚
忽
而
言
。
其
実
空

体
中
、
無
有

一
而
受
薫
。

問
日
、
若
実
空
者
、

一
切
衆
生
、
即
不

修
道
。
何
以
故
、
自
然
性
是
故
。
答
日
、

　
り

　

一
切
衆
生
、
若
解
空
理
、
実
亦
不
仮
修

道
。
只
為
於
空
不
空
、
生
於
有
惑
。

問
日
、
若
此
者
、
応
離
惑
有
道
。
云
何

言

一
切
非
道
。
答
日
、
不
然
。
非
惑
即

是
道
、
非
離
惑
是
道
。
何
以
故
、
如
人

ρ

答

日

、

空

一
合
、

語

証

不

二
。

　

わ

又

問

日

、
若

一
切

法

空
者

、

何

為

有

聖

　

　

く

を

通

凡

擁
。

答

日
、

妄

董

故

擁

、

真

浄

故

通

。
×

⑪

㈱

又
問

日
、

既

実

空

者

、

何

為

受

董

。

若

陣

既

受

董
、

豊

成

空

也

。

答

日
、

夫

言

妄

μ

者

、

不
覚

忽

而

起

。

不

覚

忽

而

言

、

其

健

実
空
中
体
、
無
有

一
法
而
受
董
者
。

卜文
問
日
、
若
実
空
者
、

一
切
衆
生
即
不

脩
道
。
何
以
故
、
自
然
性
是
故
。
答
日
、

一
切
衆
生
、
若
解
空
理
者
、
実
不
仮
脩

陣

道
、
只
為
於
空
不
空
生
於
有
惑
。

　

の

　

　

　
りじ

　

又

問

日
、

若

如

此

者

、
応

離

惑
有

道
。

陣

云

何

言

一
切

非

道
。

答

日
、

不

然
、

非

×

⑲
×

惑

即

是

道
、

非

離

惑

是

道

。

何

以
故

、

如

人
酔

時

非

醒

、

醒

時

非

酔

。

然

不

離

九
六

空
色

一
合
、
語
証
不
二
。

又
問
、
若

一
釘
法
空
者
、
何
故
聖
通
凡

擁
。
答
、
妄
動
故
擁
、
真
浄
故
通
。

又
問
、
暁
実
空
者
、
何
為
受
動
。
若
既

受
動
、
豊
成
空
也
。
答
、
夫
言
妄
者
、

不
覚
起
受
動
、
論
其
空
体
、
無
有

一
法

而
受
者
。

又
問
、
若
実
空
者
、

一
切
衆
生
不
須
修

道
、
応
自
成
。
答
、

一
切
衆
生
若
解
空

理
者
、
実
不
仮
修
道
。
只
為
不
空
、
自

生
有
惑
。

ω
通
、
囹
は
道
。



七

、

　

　
い

酔
時
非
醒
時
、
醒
時
非
酔
。
然
不
離
酔

応Ψ

O

こ

む

有

醒

、

亦

非

酔

即

是

醒

也

。

問

日
、

若

人

醒

時

、

致

酔

何

在

。

答

日
、

陣

如
手

番

覆

。

若

手
番

時

、

不
応

更

問

手

何
在

。ω
当
於

の
二
字
、
國

は
不
明
、
回

に
よ

る
。

②
於

の
下

に
、
回

は
求
当

の
二
字
あ

り
。

圖
既
実

の
二
字

、
国

は
不
明
。
回

に
よ

る
。

ω
体
中
、
回

は
中
体
。
こ

の
場

合
は
体

を
下
句
に

つ
け
て
訓
む
。

㈲
若

の
下
に
、
回
は
実
あ
り
。

㈲
実
、
回

に
な
し
。

ω
応
離
惑

の
三
字
、
国
は
不
明
、
回
に

よ

る
。

圖
時
醒
、
團

に
な
し
。

働
時
非
、
回
は
非
時
。

圃
即
、
回

に
な
し
。

圓
也
、
回

に
な
し
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

㈲

酔

有

醒

、

亦

非
酔

即
是

醒

。

卜又

問

日

、

若

人

醒
時

、

致

酔

何
在

。

答

固

日
、

如

手

翻

時

、

不
応

更

問
覆

手

何
在

。

ω
又
、
囚
に
な
し
。
以
下
同
じ
、

×
。

働
何

の
下
に
、
囚

は
当
於

一
切

の
四
字

あ
り
。

㈲
空
、
囚

に
な
し
。

四
語

の
上

に
、
囚
は
、
当
於
自

の
三
字

あ
り
。

㈲
求
、
囚

に
な
し
。

㈲
証

の
次

に
、
囚
は
、
問

日
、
云
何
当

於

一
切
色
中
求
、
当
於
自
語
中
証

の

十

七
字
あ
り
、
重
複
す
。

切
空

の
下

に
、
囚
は
色
あ
り
。

㈲
有
、
囚

に
な
し
。

ゆ
董
、
囚

は
動
。

⑳
浄
、
囚

は
静
。

⑳
董
、
囚

は
薫
、
以
下
同

じ
。

×

圃
若
既
受

董
、
囚

に
な
し
。

圖
日
、
囚

に
な
し
。

九
七



、

 

二

、

三

、

圃
問

の
下

に
、
回
は
覆
あ
り
。

〔
八
〕

　

　
り

　

縁
門
間
日
、
若
人
不
達
此
理
、
得
説
化

生
不
。
入
理
日
、
不
得
。
何
以
故
、
自

眼
未
明
、
焉
治
他
目
。

問
日
、
随
其
智
力
、
方
便
化
之
。
豊
不

得
耶
。
答
日
、
若
達
道
理
者
、
可
名
智

力
。
若
不
達
道
理
、
名
為
無
明
力
。
何

以
故
、
助
己
煩
悩
、
作
気
力
故
也
。

問
日
、
錐
然
如
理
化
人
、
且
教
衆
行
十

個
覚

の
下
に
、
団

は
不
知

あ
り
。

個
受
、
囚
は
有
。

圃
惑
、
囚
は
或
、
以
下
同
じ

×
。

㈲
如
、
囚
に
な
し
。

圏
然
、
國
は
熱
。

㈲
離

の
下
に
、
國
は
即
あ
り
。

⑫①
非
酔
即
是
、
圏
は
不
離
と
す
。

囲
翻

の
次

に
、
囚
は
覆
、
若
手
翻

の
四

字
あ
り
。

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
若
人
不
達
此
理

者
、
得
説
化
衆
生
不
。
入
理
答
日
、
不

　

　

得

。

何

以

故
、

自

眼

未

開

、

焉

能

他

目
。

　

　
り

叉
問
日
、
随
其
智
力
、
方
便
化
之
、
剴

不
得
也
。
答
日
、
若
達
道
理
者
、
可
名

智
力
。
若
不
達
理
者
、
名
為
無
明
力
。

陽

何
以
故
、
助
己
煩
悩
、
作
起
力
故
。

　

に

ゆ

又
問
日
、
不
能
以
理
導
遵
人
、
且
教
衆

九
八

又
問
、
若
人
不
達
此
理
者
、
得
説
法
化

衆
生
不
。
答
、
自

眼
未
開
、
豊
能
療
他

目
也
。

又
問
、
随
其
智
力
、
方
便
化
之
、
可
不

得
也
。
若
道
理
者
、
不
達
故
名
日
無
明

力
也
。
何
以
故
、
助
己
煩
悩
作
気
力
故
。

又
問
、
錐
不
能
以

入
道
、
且
教
衆
生
行

五
戒
十
善
、
安
処
人
天
。
豊
不
益
哉
。



善
五
戒
、
安
処
人
天
。
豊
不
益
哉
。
答

日
、
至
理
無
益
、
更
招
二
損
。
何
以
故
、

自
陥
陥
他
故
。
自
陥
者
、
所
謂
自
妨
於

　
り

　

道
。
陥
他
者
、
所
謂
不
免
輪
　
六
趣
也
。

問
日
、
聖
人
豊
不
説
五
乗
有
差
別
耶
。

答
日
、
聖
人
無
心
説
差
別
法
、
但
彼
衆

て

　

　

生

自

心
怖

望

現

。

故

経

云
、

若

彼

心

滅

蓋

、

無

乗

及

乗

者

。

我

説

為

一
乗

也

。

ω

不
、
回

は
有
。

図
説

の
下

に
、
回
は
法
あ
り
。

㈹
化

の
下

に
、
囮
は
衆
あ
り
。

働
衆

の
下

に
、
回

は
生
あ
り
。

㈲
所
謂

不
免

の
四
字
、
国

は
確

か
な
ら

ず
、
回

に
よ

る
。

個
也
、
回

に
な
し
。

切
怖
、
回

は
稀
。

圖
現

の
下

に
、
回
は
故
あ
り
。

働
滅
以
下

の
六
字
、
原
本
は
不
明
。
圃

に
よ

る
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

陣

生

行

十
善

五

戒
、

安

処
人

天

、

豊

不
益

μ

哉

。

答

日
、

理

至

理
無

益

、

更

招

二
損

。

μ

何

以

故

、
自

陥

者
、

所

謂

自

妨

於

道

。

㈲

⑭

⑮

陥

他

者

、

所

謂

不
免

転

　

。

×

⑯

又

問

日
、

聖

人
豊

不
説

五
乗

又
差

別

耶
。

答

日
、

聖

人

無

心

説

差

別

法
、

但
彼

衆

μ

生

自

心

稀

望

現

。

故

経

云
、

若

彼

心
滅

陣

鑑

、

無

乗

及

乗

者
。

ω
於
、
囚
は
如
。

ω
開
、
囚
は
明
。

圖
能
、
囚
は
治
。

凶
又
、
囚
に
な
し
。
以
下
同
じ
、

×
。

㈲
量
、
囚

に
な
し
。

㈲
作
、
囚

に
な
し
。

㈲
起
、
囚
は
気
。

圖
不

の
上

に
、
囚
は
錐
あ
り
。

働
以
理
導
遵
、
囚

は
如
是

化
と
す
。

㈲
益

の
下
に
、
囚

は
善

あ
り
。

鋤
理
、
囚

に
な
し
。

答
、
至
理
無
益
、
更
招
二
損
。
何
以
故
、

②

自
陥
陥
他
故
、
不
免
生
死
輪
　
。
自
陥

者
、
自
妨
於
道
。
陥
他
者
、
不
免
生
死

輪
廻
。

又
問
、
聖
人
豊
不
説
三
乗
差
別
耶
。
答
、

ρ

聖
人
無
心
説
差
別
法
。
但
彼
衆
生
自
心

希
望
見
。
故
経
云
、
若
彼
心
滅
墨
、
無

乗
及
不
乗
者
、
無
有
乗
建
立
也
。

ω
若
、
[回
は
言
。

②
不
免
以
下
六
字
、
團
に
な
し
。

㈹
彼
、
囹
は
教
。

九
九



、

 

二

、

〔
九
〕

縁
門
問
日
、
何
有
真
学
道
人
、
不
為
他

所
知
、
不
為
他
所
識
。
何
為
也
。
答
日
、

ρ

奇
弥
非
為
貧
窮
之
所
識
、
真
人
非
為
群

邪
偽
人
之
所
知
。

問
日
、
世
有
為
人
、
不
閑
正
理
、
外
現

㈲

威
儀
、
専
精
事
業
、
多
為
男
女
親
近
者
、

何
也
。
答
日
、
如
婬
女
招
群
男
、
昆
宍

ρ

来
衆
蝿
。
此
為
名
相
之
所
致
也
。

圃
自

の
前
に
、
囚

は
自

陥
陥
他
故
の
五

字

あ
り
。

圖
免
、
圖
は
勉
、
ま
た
免

の
下
に
、
囚

は
受
あ
り
。

圓
転
、
囚
は
輪

。

圃
　

の
下
に
、
囚

は
六
趣
あ
り
。

⑯
叉
、
囚
は
有
。

㈲
故

の
上
に
、
囚
は
故
あ
り
。

圏
者

の
次
に
、
囚
は
我
説
為

一
乗

の
五

字
あ
り
。

　

お

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
何
為
有
真
学
道

　

　

　

　

人
不
為
他
所
知
、
不
為
他
識
、
何
為
也
。

答
日
、
如
奇
弥
非
為
貧
窮
之
所
識
、
真

人
非
璽
偽
之
所
知
。

　

　

　

叉
問
日
、
世
有
偽
人
、
不
関
正
理
、
外

現
威
儀
、
専
精
事
業
、
多
為
男
女
所
親

ρ

近
者
何
也
。
答
日
、
如
婬
女
招
撃
男
、

四

昆
宍
来
衆
縄
。
此
為
名
相
之
所
。

一
〇
〇

又
問
、
世
人
外
現
威
儀
、
専
事
精
業
、

多
為
男
女
之
所
親
近
者
何
。
答
、
嬬
女

招
肇
男
、
昆
宍
来
衆
蝿
、
此
為
名
相
之

所
致
也
。



ω
所

、
以
下

四
字
、
國

は
確

か
な
ら
ず
、

回

に
よ
る
。

②

真
の
下

に
、
回

は
真
あ
り
。

㈲
精
事
業
、
國

は
確

か
な
ら
ず
、
囹

に

よ

る
。

ω
也
、
回

に
な
し
。

〔
一
〇
〕

ω
有

の
下
に
、
國

は
為
あ

り
。

②
道

の
上
に
、
囚

は
是
あ

り
。

團
人
不
、
囚
に
な
し
。

㈲
他

の
下
に
、
囚

は
之
あ

り
。

㈲
他

の
下
に
、
囚

は
所
あ

り
。

㈲
識

の
下
に
、
國

は
者
あ

り
。

ω
又
、
囚

に
な
し
。

圖
関
、
囚

は
閑

。

働
日
、
囚

に
な
し
。

⑳
所

、
囚

は
数
。

、

 

二

、

三

、

四

、

縁
門
問
日
、
云
何
菩
薩
行
非
於
道
、
為

通
達
仏
道
。
善
悪
無
分
別
也
。

問
日
、
何
謂
無
分
別
。
答
日
、
於
法
不

生
心
也
。

問
日
、
可
無
作
乎
。
答
日
、
非
有
非
作

者
也
。

問
日
、
不
覚
知
乎
。
答
日
、
錐
知
無
我

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
云
何
菩
薩
行
於

非
道
、
通
達
仏
道
。
答
日
、
善
悪
無
分

な
　
房

ー

　

　

又
問
日
、
何
謂
無
分
別
。
答
日
、
於
法

不
生
心
。

唇又
問
日
、
可
無
作
者
乎
。
答
日
、
非
有

無
作
者
。

又

問

、

云

何

行

非

道
、

通

達

仏

道

。

答

、

平

等

無

分

別
。

又

問

、
何

為

無

分

別

。

答

、

於

法

不

生

心
。

又

問
、

不

可
作

、

無

作

者

受

乎
。

答

、

人

法

性

離

、

誰

作

誰

受

。

ρ

.又

問

、

錐

非

有

無

、

可

不

覚

知
。

答

、

一
〇

一



九 八 七 六 五
、 、 、 、 、

 

6

、

也
。

㎞
-ρ

問
日
、
無
我
何
有
知
。
答
日
、
知
亦
自

無
性
。

ρ

間
日
、
道
我
有
何
妨
。
答
日
、
知
名
亦

不
妨
。
只
恐
心
中
有
事
。

問
日
、
有
事
有
何
妨
。
答
日
、
無
妨
即

無
事
。
無
事
問
何
妨
。

問
日
、
若
簡
有
事
取
無
事
者
、
云
何
名

行
非
道
耶
。
答
日
、
其
実
無
事
、
汝
強

遣
他
生
、
作
何
物
。

問
日
、
匝
有
因
縁
得
熟
生
不
。
答
日
、

夜
火
焼
山
、
猛
風
折
樹
、
崩
崖
圧
獣
、

汎
加
漂
虫
。
心
同
如
此
、
合
人
亦
熟
。

⑤

若
有
猶
預
之
心
、
見
生
見
熟
、
中
有
不

謝
、
乃
至
蟻
子
亦
繋
弥
命
也
。

ρ
問
日
、
匝
有
因
縁
得
楡
盗
不
。
答
日
、

卜又
問
日
、
可
不
覚
知
乎
。
答
日
、
錐
知

無
我
也
。

　

ゆ

叉
問
日
、
無
我
何
有
知
。
答
日
、
知
亦

ρ

自
無
情
。

×

⑤

又
問
日
、
道
我
有
何
妨
。
答
日
、
知
名

ρ

亦
不
妨
、
只
恐
中
有
事
。

又
問
日
、
有
事
有
何
妨
。
答
日
、
無
妨

ρ

即
無
事
、
無
事
問
何
妨
。

　

に

ゆ

又
問
日
、
若
簡
有
事
取
無
、
又
云
何
名

行
非
道
耶
。
答
日
、
其
実
無
事
、
汝
強

ぶ　

の

す

な

死
見
他
生
事
作
何
勿
。

卜又
問
日
、
匝
有
因
縁
、
得
熟
生
不
。
答

日
、
野
火
焼
山
、
猛
風
折
樹
、
崩
崖
圧

陣

獣
、
汎
水
漂
虫
。
心
同
如
此
、
合
人
亦

お

の

こ

な

併
僧
得
、
若
有
猶
予
、
見
生
見
熟
、
中

ぬ　

の

こ

な

有
心
不
蓋
者
、
乃
至
熟
蟻
子
亦
結
干
命

一
〇
二

錐

知

、

不

立

我

。

豊

得

無

知

。

又
問

、

既

無

有

我

、

何

得

有

知

。

答

、

お

る

我
是
非
我
、
非
我
有
知
。

又
問
、
道
我
者
有
何

妨
。
答
、
知
是
我

亦
不
妨
道
我
、
只
恐
中
有
事
。

又
問
、
若
簡
有
事
取
無
事
者
、
云
何
言
ρ

得
非
道
也
。
答
、
其
実
死
事
、
汝
僅
死
、

遣
他
生
事
、
作
何
物

也
。

又
問
、
匝
有
因
縁
、
得
熟
生
不
。
答
、

野
火
焼
山
、
猛
風
析
樹
、
崩
崖
圧
獣
、

汎
水
漂
虫
、
心
同
如
此
、
亦
須
併
億
却
。

の

の

か

若
不
心
猶
預
、
見
有
慾
生
、
中
心
不
鑑

者
、
乃
至
蟻
子
亦
結
汝
命
業
。

又
問
、
匝
有
因
縁
得

楡
盗
。
答
、
蜂
采

池
花
、
雀
街
庭
粟
、
牛
喰
沢
豆
、
馬
轍

ρ

原
禾
、
畢
寛
不
作
自
他
物
解
者
得
。
若



コ

、

三

、

⑦

蜂
採
池
花
蓮
、
雀
街
庭
粟
、
牛
喰
沢
豆
、

馬
轍
原
禾
。
畢
寛
不
作
他
解
、
合
山
岳

　

　

亦
肇
取
得
。
若
不
如
此
、
乃
至
針
縷
葉
、

陣

亦
繋
休
項
作
奴
埠
。

問
日
、
巨
有
因
縁
得
行
婬
不
。
答
日
、

⑪

天
覆
於
地
、
陽
合
於
陰
、
面
承
上
漏
、

泉
樹
於
溝
。
心
同
如
此
、

一
切
行
処
無

⑫
⑬

郵
尋
。
若
情
分
別
、
乃
至
自
家
婦
亦
汚

見
弥
也
。

μ

問
日
、
匝
有
因
縁
得
妄
語
否
。
答
日
、

語
而
無
主
、
言
而
無
心
、
声
同
鐘
饗
、

勾

心Ψ

な

ぱ

柔
気
類
風
香
。
心
同
如
此
、
仏
道
亦
是

無
。
若
不
如
此
、
乃
至
称
仏
、
亦
是
妄

μ語
。

ω
亦

の
下

に
、
国
は
亦
あ
り
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(
柳
田
)

業
。
×

⑰

又
問
日
、
匝
有
因
縁
、
得
楡
道
不
。
答

お

む

む

む

圓
、
蜂
採
池
蓮
、
雀
街
庭
系
、
牛
喰
沢

固

豆
、
馬
轍
原
禾
。
畢
童
不
作
他
物
解
者
、

脚

合
山
岳
亦
驚
取
得
、
若
不
如
此
者
、
乃

㈱

㈱
⑳

㈲

鱒

至
針
錐
縷
縦
業
、
亦
繋
弥
項
作
奴
脾
。

×

×

㈲

×

又
問
日
、
匝
有
因
縁
行
嬉
不
。
答
日
、

天
覆
於
地
、
陽
合
於
陰
、
廊
承
上
漏
、

泉
樹
於
溝
。
心
同
如
此
、

一
切
無
障
磯
。

陣

若
生
情
分
別
者
、
乃
至
自
家
婦
亦
汚
弥

心
。
卜又
問
日
、
匝
有
因
縁
得
妄
語
不
。
答
日
、

陶

語
而
無
主
、
言
而
無
心
、
声
同
鍾
響
、

鋤

鋤

気
類
風
音
。
心
同
如
此
、
道
仏
亦
是
無

働

鋤

㈱

鱒

事
。
若
不
如
此
者
、
乃
至
称
仏
亦
妄
語
。

ω

又
、

囚

に

な
し

。

以

下

同

じ
、

×
。

生
彼
我
心
、
乃
至
針
豪
、
亦
計
作
奴
碑

業
。

又
問
、
得
行
嬉
不
。
答
、
天
覆
於
地
、

陽
合
於
陰
。
心
同
如
此
者
、

一
切
無
尋
。

若
生
情
分
別
、
自
家
婦
亦
汚
汝
心
。

又
問
、
得
妄
語
不
。
答
、
語
而
無
生
、

言
而
無
心
、
声
同
鍾
響
、
気
類
風
陰
、

心
同
此
者
、
罵
仏
無
皐
。
若
不
如
此
、

乃
至
念
仏
、
亦
堕
妄
語
。

ω
行

の
下

に
、

一
〇
三

囹

は
於

あ
り
。



ω
自
無
、
回

は
無
自
。

㈹
名
、
回

に
な
し
。

㈲
汎
水
、
国

は
確

か
な
ら
ず
、
回

に
よ

る
。

㈲
中
以
下

四
字
、
団

は
不
明
、
回

に
よ

る
。

㈲

日
、
回

に
な
し
。

㈲
雀

以
下

の
五
字
、
国

は
不
明
、
回
に

よ

る
。

圖

若
不
以

下
の
七
字
、
国
は
不
明
、
回

に
よ
る
。

働
縷

の
下

に
回

は
草
あ
り
。

圃
脾

の
下

に
、
回

は
也
あ
り
。

⑳
於
地
以
下

の
六
字
、
国
は
不
明
、
回

に
よ

る
。

㈱
情

の
下

に
、
囹

は
生
あ
り
。

姻
分
別
以
下

三
字
、
国

は
不
明
、
回
に

よ

る
。

圓
否
、
回

は
不
。

㈲
柔
、
圖

に
な
し
。

⑯
香
、
回

は
音
。

㈲
語

の
下

に
、
回
は
也
あ
り
。

②
謂
、
囚

は
為
。

㈹
何
有
、
囚

は
有
何

。

ω
情

、
囚
は
性
。

㈲
名
、
囚
に
な
し
。

㈲
恐

の
下
に
、
國

は
無

心
あ
り
。

㈲
事

の
下
に
、
囚

は
事

あ
り
。

圖
無

の
下
に
、
國

は
者
あ

り
。

働
又
、
囚

に
な
し
。

⑳
死
見
、
囚

は
遣
。

⑳
勿
、
囚

は
物
。

㈱
合
、
囚

に
な
し
。

㈱
有
、
囚

に
な
し

。

働
見
、
囚

に
な
し
。

個
熟
、
國

に
な
し
。

圃
干
、
囚

は
乎
。

働
道
、
囚

は
盗
。

⑬
日
、
圏

に
な
し
。
以
下
同

じ
、

圃
系

、
囚

は
粟
。

圃
原
、
囚

は
薗
。

⑳
驚
、
囚

は
撃
。

囲
錐

、
囚

は
鋒
。

×

。

圏
縦

、
囚

に
な
し
。
図
業
、
囚

は
葉
。

一
〇

四

②
錐
、
固

に
な
し
。

圖
我

の
下

に
、
回

は
見
あ

り
。

回
我
、
固

に
な
し
。

㈲
僅
、
固

は
強
。

㈲

不
、
囹
は
有
。

ω
預
、
固

は
豫
。

㈹
蓋
、
固

は
蓋
。

働
者

の
下

に
、
囹
は
即
あ
り
。



、

 

二

、

〔
=

〕

縁
門
起
問
日
、
若
不
存
身
見
、
云
何
行

住
坐
臥
也
。
答
日
、
但
行
住
坐
臥
休
。

何
須
立
身
見
。

問
日
、
既
不
存
者
、
得
思
惟
義
理
否
。

答
日
、
若
計
有
心
、
不
思
惟
亦
有
。
若

了
無
心
、
設
思
惟
亦
無
。
何
以
故
、
讐

ρ

如
禅
師
浄
坐
而
興
慮
、
猛
風
乱
動
而
無

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

㈲
亦
、
囚

に
な
し
。

囲
項
、
囚

は
須
。

図
縁

の
下

に
囚

は
得
あ

り
。

囲
者

、
囚

に
な
し
。

圏
主
、
囚

は
生
。

岡
道
仏
、
囚

は
仏
道
。

㈲
是
、
幽
事
、
囚

に
な
し
。

幽

不

の
下

に
、
囚

は
知
あ
り
。

図
者
、
囚

に
な
し
。

圃
亦

の
下

に
、
囚
は
是
あ
り
。

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
若
不
存
身
見
、

ρ

云
何
行
住
坐
臥
。
答
日
、
但
行
住
坐
臥
、

何
須
六
身
見
。

　

に

お

又
問
日
、
既
不
存
心
者
、
得
思
惟
義
理

　

　

不
。
答
日
、
若
計
有
心
者
、
不
思
惟
亦

て

　

有
。
若
了
無
心
者
、
設
思
惟
亦
無
。
何

ρ

以
故
、
讐
如
禅
師
静
坐
而
興
慮
、
猛
風

又
問
、
若
不
存
身
、
云
何
行
住
坐
臥
耶
。

答
、
但
行
住
坐
臥
、
何
須
立
身
見
耶
。

ρ

又
問
、
既
不
不
能
得
存
心
、
得
思
惟
義

理
不
。
答
、
若
計
有
心
者
、
不
思
惟
亦

有
。
若
了
無
心
者
、
設
使
思
惟
亦
無
。

禅
定
動
而
恒
静
、
猛
風
動
樹
無
心
。

一
〇
五



、

 

二

、

ρ
心
也

。ω
否
、
回

は
不
。

ω

興
、
国

は
不
明
、

㈲
也
、
回

に
な
し
。
回

に
よ

る

。

〔
=

一〕

縁
門
間
日
、
若
有
初
学
道
人
、
忽
遇
因

縁
、
他
欲
求
害
、
云
何
対
治
而
合
道
乎
。

答
日
、

一
箇
不
須
対
治
。
何
以
故
、
可

避
避
之
、
不
可
避
任
之
、
可
忍
忍
之
、

不
可
忍
芙
之
。

問
日
、
若
実
、
与
他
有
我
見
人
何
別
。

答
日
、
如
杵
枳
鐘
、
其
声
自
然
出
也
。

乱

動

而
無

心
。

ω
若

の
下

に
、
囚

は
存
あ

り
。

ω
日
、
囚

に
な
し
。
以

下
同

じ
、

個
六
、
囚

は
立
。

回
見

の
下
に
、
囚

は
耶

あ
り
。

㈲
不

の
下
に
、
囚

は
能
得
あ

り
。

㈲
者
、
囚

に
な
し
、
以
下
同
じ
。

切
有

の
下
に
、
囚
は
心
あ
り
。

㈲
無

の
下
に
、
國
は
妨
あ
り
。

働
静
、
囚
は
浄
。

×

。

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
若
有
初
学
道
人
、

忽
遇
因
縁
、
他
欲
来
害
、
云
何
対
治
而

合
道
乎
。
答
日
、

一
箇
不
須
対
治
。
何

以
故
、
可
避
避
之
、
不
可
避
任
之
。
可

忍
忍
之
、
不
可
忍
契
之
。

　

　
け

又
問
日
、
若
巽
者
、
与
他
有
我
見
人
何

ρ

別
。
答
日
、
如
杵
如
鍾
、
其
声
自
然
出

一
〇

六

ω
答
以
下

六
字
、
囹
は
確
か
な
ら
ず
。

働
不
、
囹

に
な
し
。

又
問
、
学
道
人
忽
被
人
打
、
云
何
対
治

　

　

而
合
道
乎
。
答
、

不
可
忍
、
而
詠
嘆
之
。

又
問
、
若
実
者
、
与
有
他
我
見
人
見
何

別
。
答
、
如
杵
拍

鍾
、
其
声
自
然
出
也
。

何
必
有
我
乎
。
汝
若
強
捉
心
噛
歯

口
忍

者
、
此
乃
存
大
麦
我
也
。

又
問
、
人
哀
実
中
有
情
動
、
豊
同
鍾
響
。



ω

何
必
即
有
我
乎
。
汝
若
強
死
捉
心
、

ρ

歯
喋
忍
、
此
乃
存
大
大
我
。

⑧

噛

三

、

問

日
、

人

之

哀

実

、

中

有

情

動

。

豊

同

鐘

饗

。

答

日
、

言

同

与

不

同

者

、

汝
多
事
、
妄
想
思
量
作
是
問
。

但
是

陣若
無
心

四

、

分

別

者

、

道

躰

自

然

。

問

日
、

吾

聞

聖
人

兵

不
傷

、

苦

不

柾

、

⑥

色

不
受

、

心

不
動

。

此

何

為

也

。

答

日
、

若

了

一
切

法

即
無

義

、

声

与

不

声

、

動

ρ

与

不
動

、

倶

合

道

理

無

妨
尋

。

ω
汝
若
強
死

の
四
字
、
国

は
不
明
、
回

に
よ
る
。

囲
我

の
下

に
、
回

は
也
あ
り
。

圖
問

日
以
下

四
十

四
字
、
回

に
な
し
。

叫
同
者
、
原
本

は
不
明
。

㈲
若
、

原
本

は
不
明
。

㈲
動
、
此
、
国

は
不
明
、
回

に
よ
る
。

㈲
尋

の
下
に
、
回

は
也
あ

り
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

也
。
何
必
即
有
我
乎
。
汝
若
強
死
捉
心
、

ら

　
り

鹸
歯
嘆
忍
、
此
乃
存
大
大
我
也
。

卜又
問
日
、
人
之
哀
契
中
有
情
動
、
豊
同

の

的

鐘
響
也
。
答
日
、
言
同
与
不
同
者
、
但

　

　

く

こ

是

汝

多

事

、

妄

相

思

量
作

是

門
。

若

無

心

分

別

者

、

体

道

自

然

。

×

⑪

働

03

又

問

日
、

聞

聖

人

兵

不

傷

、

苦

不

実

、

⑪ゆ

⑮

色

不

受

、

心

不

動

、

此

何

為

也

。

答

日
、

若

了

一
切

法

無

我

者

、

声

与

不

声

、

動

与

不

動

、

倶

合

理

無

妨

擬

。

ω
又
、
囚

に
な
し
。
以
下
同

じ
、

×
。

働
見

の
下

に
、
圏
は
、
有
我
あ
り
。

㈲
如
、
囚
は
加
。
凶
即
、
囚

に
な
し
。

㈲
際
、
囚
は

口
。
㈲
大
、
囚
に
な
し
。

ω
響
、
囚
は
饗
。
㈹
但
、
囚
は
倶
。

働
相
、
囚
は
想
。

⑳
門
、
囚
は
問
。

⑳
聞

の
上
に
、
國

は
吾
あ
り
。

答
、
若
言
同
与
不
同
者
、
倶
是
汝
心
多

事
、
妄
想
思
量
作
語
。
若
知
妄
想
者
、

躰
道
無
為
自
然
之
也
。

又
問
、
聖
人
兵
不
傷
、
苦
不
契
、
色
不

團

蕩
、
心
不
動
、
何
為
。
答
、
若
了

一
切

法
無
我
者
、
声
与
不
声
、
動
与
不
動
、

倶
合
理
也
。

ω
合

の
下
に
、
囹

は
打

あ
り
。

働
嘆
、
囹
は
笑
。

圖
為
、
固
は
謂
。

一
〇
七



一
〇

八

圃
傷
、
苦
、
囚

は
苦
傷
。

㈱
巽

の
下
に
、
國

は
映
あ
り
。

図
為
、
囚
は
物
。

㈲
也
、
囹
は
こ
こ
で
欄
筆

し
て

い
る
。

質
問

の
み
で
終

っ
て

い
る
の
は
、
明

ら
か
に
後
代

の
転
写
本

で
あ
る
こ
と

を
示
す
。

〔
=

二
〕

一
、
縁
門
問
日
、
我
見
有
学
道
人
、
不
多
専

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
我
見
有
学
道
人
、

又
問
、
有
学
道
人
不
専
持
戒
、
不
護
戒

精
持
戒
、
護
威
儀
不
鋤
慰
、
不
化
領
衆
、

不
多
専
精
持
戒
、
不
護
威
儀
、
不
鋤
慰
、

威
儀
、
不
勤
精
進
、
不
化
衆
生
、
騰
騰

二

、

騰
騰
任
運
者
、

一
切

分

別

心

、

何
意
也
。
答
日
、
欲
亡

欲
滅

一
切
諸
有
見
。
錐

以
騰
騰
任
運
、
而
内
行
無
間
。

問
日
、
如
此
行
者
、
乃
更
生
他
小
児
之
ρ

見
、
云
何
言
能
滅
見
也
。
答
日
、
倶
滅

汝
見
、
何
慮
他
生
。
警
如
魚
脱
深
淵
、

何
慮
捕
者
嫌
爾
。

不
化
衆
生
、
騰
騰
任
運
者
何
意
也
。
答

日
、
欲
亡

一
切
分
別
心
、
欲
滅

一
切
諸

任
運
、
妖
如
擬
人
、
有
何
意
耶
。
答
、

蓋
是
滅
見
耶
、
錐
外
似
騰
騰
、
内
察
恒

有
見
、
錐
似
騰
騰
任
運
、
而
内
行
無
間
。

無
有
捨
。

問
日
、
此
行
者
乃
更
生
他
小
児
之
見
、

云
何
言
能
滅
見
也
。
答
日
、
但
滅
汝
見
、

何
慮
他
生
。
讐
如
魚
脱
深
淵
、
何
慮
捕

者
嫌
ホ
。

又
問
、
此
行
者
更
生
他
小
児
之
見
、
云

何
称
言
滅
見
耶
。
答
、
但
滅
己
見
、
何

ρ

慮
他
生
。
讐
如
魚
求
脱
深
泉
、
寧
当
更

慮

耶

。



三

、

四

、

問
日
、
若
於
此
者
、
即
是
自
益
損
他
、

る

　

何
名
大
士
。
答
日
、
汝
見
若
不
生
、
彼

即
不
生
。
汝
今
玄
慮
他
生
、
乃
是
自
生
、

非
他
生
也
。
内
通
大
理
、
外
現
小
儀
、

於
法
何
損
。
汝
今
強
欲
要
他
大
老
子
、

作
小
児
戯
。
於
理
何
益
。

問
日
、
如
是
滅
見
大
士
、
何
人
能
識
、

　

　

何

人

能

知

也

。

答

日

、

証

者

乃

知

、

行

者

能

識

。

1⑧

五
、

問

日
、

如

此

大

士

、

亦

能

化

生

不

。

答

六

、

七

、

日
、

何

有

日

月

不

照

、
灯

挙

者

不

明

。

ρ

問

日
、

作

何

方

便

。

答

日
、

正

真

無

方

便

。
ド問
日
、
若
無
方
便
、
云
何
利
益
。
答
日
、

物
来
而
名
、
事
至
而
応
。
無
心
計
校
、

圏

陣

,

有

預

算

之

心
。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(
柳
田
)

問
日
、
若
此
即
益
己
損
他
、
何
名
大
士
。

答
日
、
汝
見
若
不
生
、
彼
即
不
生
。
汝

今
玄
慮
他
生
者
、
乃
是
自
生
、
非
他
生

也
。

又
問
日
、
内
通
大
理
、
外
現
小
儀
、
於

法
何
損
。
答
日
、
汝
今
強
欲
要
他
大
老

子
作
小
児
戯
、
於
理
何
益
。

問
日
、
如
是
見
大
士
、
何
人
能
知
。
答

日
、
証
者
乃
知
、
行
者
能
滅
。

問
日
、
如
此
大
士
、
亦
能
化
生
不
。
答

日
、
何
有
日
月
出
不
照
、
灯
挙
不
明
。

問
日
、
作
何
方
便
。
答
日
、
正
真
無
方

便
。

問
日
、
若
無
方
便
、
云
何
利
益
。
答
日
、

物
来
而
名
、
事
至
而
応
、
無
心
計
校
、

有
預
算
之
縁
。

ド又
問
、
若
此
者
即
遣
自
益
不
平
、
何
名

大
士
。
答
、
言
損
益
但
有
空
名
、
生
与

不
生
、
汝
心
自
執
。
今
汝
云
慮
他
者
、

乃
是
自
生
、
非
他
生
耶
。

又
問
、
若
内
通
大
理
、
外
現
小
儀
、
自

他
同
物
、
於
於
法
何
損
。
答
、
汝
今
強

死
要
他
大
老
子
作
小

児
戯
。
於
理
何
益
。

答
、
証
者
乃
知
、
悟

者
能
釈
。
又
問
、

如
是
滅
見
大
士
、
何
人
能
知
。
陶

又
問
、
如
此
滅
見
大
士
、
亦
能
他
生
不
。

答
、
何
有
日
出
不
照
、
灯
挙
不
明
。

又
問
、
作
何
方
便
、
云
何
大
利
。
答
、

物
来
而
名
、
事
至
而
応
、
無
心
計
校
、

断
絶
衆
縁
、
始
成
大
利
。

又
問
、
経
云
、
思
惟
方
便
、
従
何
而
生
。

答
、
諸
仏
不
生
、
但
従
心
生
、
縁
化
万

一〇
九



八

、

九

、

δ

、

陣

問

日
、

我

聞

如

釆
七

日

思

惟

、
起

乎
方

便

。

云
何

而

言

無

有

計

校

之

心
。

答

日
、

諸

仏

境

界

、

非

思

惟

量

覚

観

所

知
。

問

日
、

仏

豊

妄

語

耶

。

答

日
、

真
実

非

虚

妄

。

問

日
、

云

何

経

説

思

惟

、

今

言

不

思
惟

。

陣

⑯

答

日
、

諸

仏

不

生

、

但
彼

心

生
。

縁

化

万

有

、

法

本

無

名
。

ω
諸
、
回
は
法
。
ω
倶
、
回

は
但
。

㈲
自
益
、
回

に
な
し
。

㈲
答
、
国
は
以
下

の
答
語

は
す

べ
て
大

文
字
と
な
る
。

㈲
彼
即
不
生
以
下

の
五
字

、
国

は
不
明
。

圖
は
確
か
な
ら
ず

。

㈲
何
人
以
下
五
字
、
圃

は
確

か
な
ら
ず
。

切
証
者
乃
知

以
下
八
字
、
囹

は
確

か
な

ら
ず

。

圖
問
日
以
下
二
十

四
字
、
回

は
次
の
問

答
と
前
後

す
。

問
日
、
我
聞
如
来
七
日
思
惟
起
乎
方
便
、

云
何
而
言
無
計
校
之
心
。
答
日
、
諸
仏

境
界
非
思
量
覚
観
所
知
。

問
日
、
仏
豊
妄
語
耶
。
答
、
真
実
非
虚

妄
。

問
日
、
云
何
経
説
思
惟
、
今
言
不
思
惟
。

答
日
、
化
門
方
便
也
。

問
日
、
諸
仏
方
便
従
何
而
生
。
答
、
諸

仏
不
生
、
但
彼
心
生
、
縁
化
万
有
、
法

本
無
名
。

有

、

=

○

法
本
無
名
。

ω
外

の
下

に
、
囹
は
相
あ
り
。

働
泉
、
固
は
淵
。

圖
叉
問
、
固
は
答

に
誤

る
。

㈲
於
、
囹

に
な
し
。

㈲
答
以
下

の
九
字
、
次

の
又
問

の
答
と

す

べ
し
。

㈲
釈
、
囹

は
識
。

切
人
、
囹

に
な
し
。

圖
他
、
囹

は
化
。



、

 

二

、

三

、

働
真
、
囹
は
直
。

㈲
問

日
、
國
は
不
明
、
回
に
よ
る
。

圃
預

の
下

に
、
回
は
作
あ
り
。

圃
算

の
下
に
、
回
は
計
あ
り
。

圖
心
、
国

は
確
か
な
ら
ず
、
回
に
よ
る
。

團
乎
、
回
は
干
。

圃
仏
、
回
は
確
か
な
ら
ず
。

⑯
生
但

の
二
字
、
原
本
は
不
明
。

〔
一
四
〕

縁

門

間

日
、

我

不

知

、

云

何

名

為

仏

、

云

何

名

為

道

、

云

何

名

変

化

、

云

何

名

常

住

。

入
理

答

日
、

覚

了

無

物

謂

之

仏

、

道

彼

一
切

謂

之

道

。

法

界

出

生

為

変

化

、

究

寛

寂

滅

為

常

住

。

問

日
、

云

何

名

一
切

法

悉

是

仏

法

。

答

　

　

日
、

非

法

非

非

法

、

是

一
切

仏

法

也

。

問

日
、

何

名

為

法

、

何

名

非

法

、

何

名

絶
観
論
の
本
文
研
究

(
柳
田
)

於
是
縁
門
復
起
問
日
、
我
不
知
云
何
名

為
仏
、
云
何
名
為
道
、
云
何
名
為
変
化
、

云
何
名
為
常
住
。
入
理
答
日
、
覚
了
無

物
謂
之
仏
、
通
彼

一
切
謂
之
道
、
法
界

出
為
変
化
、
究
童
寂
滅
為
常
住
。

問
日
、
云
何
名

一
切
法
患
是
仏
法
。
答

日
、
非
法
非
非
法
、
是

一
切
仏
法
。

問
日
、
何
名
為
法
、
何
名
為
非
法
、
何

又
問
、
我
不
知
云
何
為
仏
、
何
名
為
道
、

何
者
変
化
、
誰
名
常
住
。
答
、
覚
了
無

物
、
謂
之
為
仏
、
通
達

一
切
、
名
之
為

道
、
法
界
出
生
、
称
為
変
化
、
究
寛
寂

滅
、
故
号
常
住
。

又
問
、
云
何
名

一
切
法
悉
是
仏
法
。
答
、

非
法
通

一
切
法
也
。

又
問
、
誰
説
誰
証
。

答
、
此
誰
云
何
言

一
=



四

、
六 五
、 、

 

七

、

八

、

九

、
○、 、

非
法
非
非
法
也
。
答
日
、
是
法
説
名
是

ρ

法
、
非
法
名
非
法
者
非
誰
、
云
何
言
証
。

問
日
、
此
説
誰
証
、
無
誰
何
証
。
答
日
、

無
誰
無
説
、
即
是
正
説
。

問
日
、
何
名
邪
説
。
答
日
、
計
有
説
者
。

問
日
、
是
誰
之
計
、
云
何
無
計
。
答
日
、

計
者
但
語
、
語
中
無
語
、
計
者
亦
無
。

問
日
、
若
此
説
者
、
即

一
切
衆
生
、
本

来
解
脱
。
答
日
、
尚
無
繋
縛
、
何
有
解

脱
人
。

問
日
、
此
法
何
名
。
答
日
、
尚
無
法
、

何
況
有
名
。

問
日
、
若
此
説
者
、
我
転
不
解
。
答
日
、

実
無
解
法
、
汝
勿
求
解
。

問
日
、
云
何
究
寛
。
答
日
、
無
始
終
。

問
日
、
可
無
因
果
耶
。
答
日
、
無
本
即

名
為
非
非
法
。
答
日
、
是
法
名
是
法
、

非
名
非
法
、
是
非
非
所
量
。
故
名
非
法

非
非
法
。

問
日
、
此
説
誰
証
。
答
日
、
此
説
非
誰
、

云
何
言
証
。

問
日
、
無
誰
何
説
。
問
日
、
無
誰
何
説
。

答
日
、
無
誰
無
説
、
即
生
正
説
。

問
日
、
計
有
説
者
、
云
何
無
計
。

答
日
、
計
者
但
語

.
語
中
無
語
、
計
者

亦
無
。

問
日
、
若
此
者
、
即

一
切
衆
本
来
解
脱
。

答
日
、
尚
無
繋
縛
者
、
何
有
解
人
。

問
日
、
此
法
何
名
。
答
日
、
尚
無
有
法
、

何
況
有
名
。

問
日
、
若
此
説
者
、
我
転
不
解
。
答
日
、

実
無
解
法
、
汝
勿
求
解
。

一

一
二

証
。

又
問
、
無
誰
何
説
。
答
、
無
誰
即
無
説
、

無
説
之
説
乃
称
正
説
。

又
問
、
何
名
邪
説
。
答
、
有
心
計
校
者
、

名
為
邪
説
。

又
問
、
是
誰
之
計
、

云
何
無
計
。
答
、

計
者
悉
空
、
其
実
無
物
、
知
語
中
無
語
、

計
者
亦
無
。

又
問
、
如
此
説
者
、

一
切
衆
生
応
本
解

脱
。
答
、
本
無
繋
縛
、
何
有
解
脱
。

又
問
、
縛
解
己
無
、
何
有
名
字
。
答
、

法
尚
無
有
、
何
得
有
名
。

又
問
、
如
此
語
者
、
我
転
不
解
。
答
、

く

　

実
無
解
法
、
莫
求
解
。
汝
若
求

一
介
解

法
、
此
法
令
汝
更
受
長
睡
。

又
問
、
何
法
名
究
童
。
答
、
法
無
始
終
。



三

、
三

、

甚

、

三

、

ニ
ハ、

一
七
、

無
末
。

問
日
、
云
何
説
証
。
答
日
、
真
実
無
証

説
。

問
日
、
云
何
知
見
。
答
日
、
知

一
切
法

如
、
見

一
切
等
。

問
日
、
何
心
之
知
、
何
目
之
見
。
答
日
、

無
知
之
知
、
無
見
之
見
。

問
日
、
誰
説
是
言
。
答
日
、
如
法
所
問
。

問
日
、
云
何
如
我
所
問
。
答
日
、
自
観

ρ

問
。
答
日
亦
不
可
知
。

於
是
縁
門
再
思
再
審
、
寂
然
無
言
也
。

ρ

入
理
及
問
先
生
日
、
汝
何
以
不
言
。
縁

問
答
日
、
我
不
見

一
法
如
微
塵
許
而
可

対
説
。

陣

爾
時
.入
理
先
生
、
即
語
縁
門
日
、
汝
今

隅似
見

真

実

理

也

。

絶
観
論
の
本
文
研
究

(
柳
田
)

問
日
、
云
何
至
究
童
。
答
日
、
無
始
終
。

問
日
、
可
無
因
果
耶
。
答
日
、
無
本
即

無
末
。

問
日
、
云
何
説
証
。
答
日
、
真
実
無
証

説
。

問
日
、
仏
云
何
知
見
。
答
日
、
知

一
切

法
如
、
見

一
切
法
等
。

問
日
、
何
心
之
知
、
何
目
之
見
。
答
日
、

無
知
之
知
、
無
見
知
見
。

問
、
誰
説
是
言
。
答
日
、
如
汝
所
問
。

問
日
、
云
何
如
我
所
問
。
答
日
、
汝
自

観
身
、
問
答
亦
可
知
。

於
是
縁
門
再
思
再
審
、
寂
然
無
言
。
於

是
入
理
反
問
弟
子
、
汝
何
以
不
所
言
。

縁
門
答
日
、
我
不
見

一
切
法
如
微
塵
許

而
可
対
説
。

誰
存
究
寛
。

又
問
、
法
無
究
寛
、
可
因
果
耶
。
答
、

法
本
既
無
、
何
名
因
果
。

又
問
、
云
何
説
証
。

答
、
真
実
無
証
説
。

又
問
、
仏
云
何
知
見
。
答
、
仏
知

一
切

ρ

㈲

法
如
、
見

一
切
法
等
。

又
問
、
何
心
知
、
何
目
見
。
答
、
無
心

之
心
知
、
無
目
之
目
見
。

又
問
、
誰
説
是
言
。
答
、
如
我
所
問
。

又
問
、
云
何
如
我
所
問
。
答
、
欲
得
知
、

汝
自
観
間
者
。

於
是
縁
門
再
審
、
寂
然
無
言
。
入
理
先

生
問
日
、
汝
何
不
言
。
縁
門
答
日
、
我

不
見

一
切
法
如
微
塵
許
、
而
不
対
也
。

ρ

爾
時
入
理
即
語
縁
門

日
、
汝
今
似
見
真

実
好
理
也
。一=

二



ω
云
何

以
下

十
字
、
回

は
不
明
。

②
非
、
回

は
確
か
な
ら
ず

。

圖
仏
、
回
に
な
し
。

㈲
説
、
回

に
な
し
。

伺
名
、
回
に
な
し
。

㈲
語
、
回
は
之
。

ω
始
終
、
回
は
終
始
。

圖
答
、
回

は
問
。

働
及
、
回

は
乃
。

圃

日
、
團

に
な
し
。

個
似
、
也
、
国

は
不
明
。

働
見

の
下

に
、
回

は
少
あ
り
。

爾
時
入
理
先
生
即
語
縁
門
日
、
汝
今
似

見
真
実
理
也
。

ω
問
日
以
下
の
六
字
、
重
複
。

一
一
四

ω
莫

の
上
に
、
囹
は
汝
あ
り
。

吻
全

の
下
に
、
囹
は
小
あ
り
。

㈹
如
、
固
は
等
。

ω
見
以
下

の
五
字
、
囹

に
な
し
。

㈲
似
、
囹
は
以
。

〔
一
五

〕

、

 

二

、

縁

門

間

日
、

入

理

答

日
、

如
彼

外

道

、

亡

跡
。

縁

門

間

日

、

云
何
似
見
、

汝
今
所
見
、

錐
学
隠
形
、

非
正
見
乎
。

無
有

一
法
、

而
未
能
滅
影

云
何
得
形
影
倶
変
滅
也
。

縁
門
復
問
日
、
云
何
見
、
非
正
理
見
乎
。

入
理
答
日
、
汝
今
所
見
、
無
有

一
法
者
、

如
彼
外
道
、
錐
学
隠
形
、
而
未
能
滅
影

亡
跡
。

於
是
縁
門
間
日
、
云
何
得
形
影
簑
滅
。

縁
門
問
日
、
云
何
似
見
、
非
正
見
乎
。

入
理
答
、
汝
今
所
見
、
無
有

一
法
者
、

如
彼
外
道
錐
得
隠
形
、
而
未
能
滅
影
及

跡
。

縁
門
又
問
、
何
得
形
影
隻
滅
。
入
理
答



三

、

四

、

五

、

六

、

七

、

入
理
答
日
、
本
無
心
境
、
汝
莫
起
生
滅

之
見
。

問
日
、
凡
夫
所
以
問
、
聖
人
所
以
説
。

答
日
、
有
疑
故
問
、
為
決
疑
故
説
也
。

問
日
、
吾
聞
聖
人
無
間
而
自
説
、
何
決

也
。
是
有
法
可
説
耶
、
為
是
玄
見
他
疑

耶
。
答
日
、
皆
是
対
病
施
薬
也
、
如
天

雷
声
動
、
必
有
所
応
。

問
日
、
大
聖
如
来
、
即
無
有
心
生
。
縁

何
為
現
世
。
答
日
、
夫
太
平
之
世
、
瑞

草
縁
生
。

問
日
、
如
来
既
非
命
霊
、
云
何
現
滅
。

答
日
、
飢
荒
之
世
、
五
毅
縁
滅
也
。

問
日
、
吾
聞
聖
人
哀
従
定
起
、
悲
化
群

生
。
無
尋
大
通
、
豊
同
瑞
草
也
。
答
日
、

陶法
身
、
宝
身
四
大
宍
身
也
。
分
別
前
境

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

入
理
答
日
、
本
無
心
境
、
汝
莫
起
生
滅

之
見
。

問
日
、
凡
夫
所
以
問
、
聖
人
所
以
説
。

答
日
、
有
疑
故
問
、
為
決
故
説
。

問
日
、
吾
聞
聖
人
無
間
而
自
説
者
、
何

決
也
。
為
是
有
法
可
説
耶
、
為
是
玄
見

他
疑
耶
。
答
日
、
皆
是
対
病
施
薬
也
。

問
日
、
他
既
未
言
、
聖
人
玄
説
、
其
病

未
発
、
薬
治
何
也
。
答
日
、
如
天
雷
声

動
、
必
有
所
応
。

問
日
、
大
聖
如
来
既
無
心
生
、
縁
何
現

世
。
答
日
、
夫
太
平
之
年
、
瑞
草
縁
生
。

問
日
、
如
来
既
非
命
蓋
、
云
何
現
滅
。

答
日
、
飢
荒
之
世
、
五
穀
縁
滅
。

問
日
、
吾
聞
聖
人
哀
従
定
起
、
悲
化
群

生
、
無
擬
大
通
、
豊
同
瑞
草
生
也
。
答

日
、
本
無
心
境
、
汝
莫
起
生
滅
之
見
。

又
問
、
吾
聞
聖
人
無

間
而
自
説
、
云
何

待
問
説
。
答
、
対
病
故
説
薬
、
無
病
故

不
須
説
。
此
是
対
病
語
。

又
問
、
他
人
未
言
、

聖
人
云
使
其
病
未

発
、
薬
病
何
須
。
答
、
如
天
震
雷
動
而

必
有
所
応
。
如
其
有
薬
、
剋
有
病
人
。

又
問
、
大
聖
既
無
、
有
何
生
縁
、
何
見

世
。
答
、
太
平
之
世
、
瑞
草
縁
生
。

又
問
、
大
聖
既
非
蓋
、
云
何
見
滅
。
答
、

飢
荒
之
世
、
五
穀
縁
滅
。

ρ

又
問
、
吾
聞
聖
人
初
従
定
起
、
慈
悲
化

生
、
無
尋
大
通
。
豊
同
瑞
草
生
也
。
答
、

定
謂
法
身
、
起
謂
化
身
。
法
無
同
繋
、

化
無
縁
苗
、
生
設
虚

通
、
故
称
無
尋
。

又
問
、
云
何
言
念
。

答
、
但
以
化
身
無

=

五



八

、

九

、

δ

、

二

、

応
起
謂
化
身
。
法
無
因
繋
、
化
無
縁
留
、

出
没
虚
通
、
故
日
無
尋
生
也
。
㈲

問
日
、
云
何
言
悲
。
答
日
、
但
以
化
身

無
慮
、
体
合
真
空
、
仁
物
無
心
、
彼
強

謂
之
悲
。

問
日
、
衆
生
何
時
修
道
得
似
如
来
。
答

日
、
若
不
了
、
於
恒
沙
劫
修
道
、
転
転

不
及
。
初
若
了
衆
生
当
身
即
是
如
来
、

何
論
得
似
不
似
。

P

問
日
、
若
如
説
者
、
如
来
即
是
易
得
。

云
何
言
三
大
劫
修
。
答
日
、
甚
難
也
。

問
日
、
若
不
転
即
身
是
、
云
何
名
難
。

ゆ

答
日
、
起
心
易
、
滅
心
難
。
是
身
易
、

⑧

⑨

×

⑩

非
身
難
、
有
作
易
、
無
作
難
。
故
知
功

難
会
、
妙
理
難
合
。
不
動
即
真
、
三
聖

希
及
。

日
、
定
謂
法
身
、
報
身
四
大
宍
身
是
也
。

分
別
削
境
応
起
謂
化
身
、
法
無
因
繋
、

化
無
縁
留
、
出
没
虚
通
、
故
日
無
擬
也
。

問
日
、
云
何
言
悲
。
答
日
、
但
以
化
身

無
慮
、
躰
合
真
空
、
仁
物
無
心
、
彼
強

謂
之
悲
也
。

問
日
、
衆
何
時
脩
学
得
仏
如
来
。
答
日
、

若
不
了
者
、
於
恒
沙
劫
脩
道
、
転
転
不

及
。
若
了
者
、
衆
生
当
身
即
是
如
来
、

何
論
得
似
不
似
。

問
日
、
若
如
説
者
、
如
来
即
是
易
得
。

云
何
言
三
大
劫
脩
也
。
答
日
、
甚
非
易
。

問
日
、
既
道
即
身
是
、
云
何
反
説
難
。

答
日
、
起
心
心
易
、
滅
心
心
難
、
有
作

身
易
、
無
身
無
作
難
、
故
知
玄
功
難
会
、

妙
理
難
合
、
不
動
即
真
、
三
聖
希
及
。

蝋
=
ハ

慮
、
躰
合
真
空
、
人
物
無
心
。
彼
強
謂

之
悲
也
。

又
問
、
衆
生
何
時
修
道
、
得
似
如
来
。

答
、
若
不
了
時
、
縦
設
恒
沙
劫
修
、
転

不
及
。
若
了
時
、
衆
生
即
是
如
来
。
何

論
得
似
。

又
問
、
若
此
説
者
、
如
来
即
応
易
得
、

云
何
言
三
代
劫
修
耶
。
答
、
甚
難
非
易
。

陣

又
問
、
既
道
即
是
、
云
何
返
説
難
。
答
、

夫
起
心
二
是
易
、
滅
二
転
難
。
有
作
有

ρ

身
易
、
無
作
無
身
難
。
故
知
玄
功
難
会
、

妙
理
難
合
。
不
動
即
真
仏
、
無
相
為
法
、

即
三
聖
共
尊
、
非
吾
独
貴
。

於
是
縁
門
長
歎
、
声
満
十
方
、
寂
然
無

音
。
翻
然
大
悟
、
玄
光
浄
智
、
乃
蕩
先

疑
、
無
始
是
非
因
藪
永
息
。
始
知
学
道



三

、

三

、

於

是

縁

門

長
歎

日
、

声
満

十
方

、

忽

実

⑪

無

音
、

諮

然
大

悟

。

玄

光

浄

智

度

、

及

⑫

⑬

照

無

疑

。

始

知

学

者

奇

難

、

徒

興

夢

慮

。

⑭

而

即

高

声

歎

日
、

善

哉

善

哉

、

如

先

生

う

の

　
じ

に
　
　
　

説
而
説
、
我
実
無
聞
而
聞
。
聞
説

一
合
、

即
寂
真
無
説
。
不
知
先
生
向
来
問
答
名

諦
何
法
。

於
是
入
理
先
生
、
身
安
不
動
、
目
撃
無

言
、
顧
視
四
方
、
嘱
胸
卿
嘲
、
而
謂
縁

μ
門
日
、
夫
至
理
幽
微
、
無
有
文
字
。
汝

向
来
所
問
、
皆
是
量
起
心
生
、
夢
謂
多

端
、
覚
已
無
物
。
汝
欲
流
通
於
世
、
寄

問
仮
名
。
請
若
収
躍
。
故
名
絶
観
論
也
。

縁
門
論

一
巻
。

陣口
口
口
阿
志
澄
閣
梨
各
執

一
本

校
勘
詑

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

於
是
縁
門
長
歎
、
声
満
十
方
、
寂
然
無

音
、
諮
然
大
悟
、
玄
浄
智
光
、
反
蕩
先

疑
、
無
始
是
非
、
因
藪
永
息
。
始
知
学

道
奇
難
、
徒
興
夢
慮
。
而
即
高
声
歎
日
、

善
哉
善
哉
。
如
先
生
無
説
而
説
、
我
実

無
聞
而
聞
、
聞
説

一
合
、
而
寂
箕
無
語
、

不
知
先
生
向
来
問
答
名
誰
何
法
。

於
是
入
理
先
生
身
安
不
動
、
自
繋
無
言
、

観
視
四
方
、
呵
呵
卿
卿
、
而
謂
縁
門
日
、

夫
至
理
幽
微
、
無
有
文
字
。
汝
向
来
所

問
、
皆
是
量
起
心
生
。
夢
謂
多
端
、
覚

已
無
物
。
汝
欲
流
通
於
世
、
寄
問
仮
名
、

請
若
収
躍
、
故
言
絶
観
論
。

奇
難
也
。
先
生
則
無

説
而
説
、
我
則
無

聴
而
聴
。
説

一
合
、
従
来
寂
然
。
不
知

上
来
所
問
答
者
誰
也
。

於
是
入
理
日
、
夫

至
理
幽
玄
、
無
有
文

字
。
汝
所
間
者
、
皆
是
量
起
心
生
也
。

　
り

て

学

已

無

物

皆

仮

名

、

問

答

無

躍
。

可

言

絶

観

論

也

。

ω
得

、
囹

に
な
し
。

②
人
、
固

は
之

。

㈲
又
、
囹

は
答
。

四
即
の
下
に
、
囹

は
身

あ
り
。

㈲
無

、
囹

に
な
し
。

㈲
学
、
囹

は
覚
。

㈲
皆

の
下

に
、
固

は
是
あ
り
。

一
一
七



ω
吾
聞

の
二
字
、
国
は
不
明
、
回

に
よ

る
。

②
法
身
以
下
四
字
、
国
は
不
明
、
回

に

よ

る
。
但
し
、
宝
は
国
は
報
な
る
が

ご
と
し
。

圖
以
化
身
以
下

の
五
字
、
国

は
不
明
。

ω
即
是
、
囹

に
な
し
。

㈲
如
来
、
回

に
な
し
。

㈲
劫
修

の
二
字
、
國
は
不
明
、
回

に
よ

る
。

ω
身
、
回

は
是
。

圖
身
、
回

に
な
し
。

㈲
作

の
下
に
回

は
作
あ

り
。
次
も
同
じ
。

圃
知
、
回

は
之
。

ω
悟

玄
光

の
三
字
、
國

は
不
明
、
囮

に

よ
る
。

圃
始
知
、
回
は
明
か
な
ら
ず
。

圏
徒
興
夢
、
回
は
明
か
な
ら
ず
。

図
哉
善
哉
、
回
は
明
か
な
ら
ず
。

個
説
而
、
回
は
而
説
。

⑯

一
合
即

の
三
字
、
国
は
不
明
、
回

に

よ
る
。

二

八



㈲

日
、
囹

に
な
し
。

圏
口
以
下

約
十

五
字

は
、

の
み
に
あ
り
。

国

に
な
く
回

絶
観
論
の
本
文
研
究

(柳
田
)

、

 

二

、

三

、

四

、

問
日
、
人
皆
作
何
方
便
得
無
生
心
。
答
、

下
中
上
修
、
能
見
自
心
妄
、
知
三
界
如

幻
実
空
、
始
可
得
免
。

問
日
、

一
切
衆
生
如
幻
如
夢
、
弟
子
熟

之
有
罪
不
。
答
日
、
若
見
衆
生
、
熟
之

得
罪
、
不
見
衆
生
是
衆
生
即
無
可
熟
、

如
夢
中
熟
人
、
膳
時
畢
童
無
物
。

問
、
云
何
入
道
。
答
、
心
非
有
無
、
何

問
入
道
、
欲
識
入
道
者
、
不
出
入
心
是

也
。

問
、
有
人
飲
酒
食
宍
行
五
欲
、
作
仏
法

耶
。
答
、
心
上
不
有
、
誰
作
是
非
。

問
日
、
人
皆
有
心
、
作
何
方
便
得
無
生

心
。
答
、
下
中
上
修
、
能
見
自
心
妄
想
、

知
三
界
如
幻
実
空
、
始
可
得
免
。

問
日
、

一
切
衆
生
如
幻
如
夢
、
弟
子
熟ρ

之
有
罪
不
。
答
、
若
見
有
衆
生
是
衆
生
、

即
之
得
罪
。
不
見
衆
生
是
衆
生
、
即
無

可
熟
、
如
夢
中
熟
人
、
籍
時
畢
寛
無
物
。
脚

問
、
云
何
入
道
。
答
、
心
非
有
無
、
何

入
道
。
欲
得
識
入
道
者
、
不
出
入
心
是

也
。

問
、
有
人
飲
食
酒
宍
、
行
諸
五
欲
、
得

作
仏
法
耶
。
答
、
心
上
不
有
、
誰
作
是

=

九



五
、
問
、
何
名
仏
法
。
答
、
知
心
法
無
是
仏

法
。

六
、
問
、
何
名
無
分
別
知
。
答
、
現
識
不
生
、

覚
不
起
是
。

七
、
問
、
何
名
妄
想
。
答
、
想
念
心
是
。

八
、
問
、
云
何
息
妄
想
。
答
、
知
妄
不
生
、

無
妄
可
息
、
知
心
無
心
可
息
是
也
。

九
、
問
、
何
名
如
来
蔵
。
答
、
覚
知
色
塵
是

自
心
現
、
想
即
不
生
、
故
即
是
如
来
蔵
。

δ
、
問
、
世
人
修
学
得
道
不
。
答
、
修
道
実

行
不
可
成
、
世
人
皆
初
時
有
心
、
久
後

即
慢
。
故
日
実
行
者
、
不
可
説
覆
道
也
。

又
云
、
兵
帳
不
可
擬
敵
、
馬
劣
不
能
代

歩
。

一一、
問
、
云
何
無
相
法
。
答
、
心
裏
所
求
、

証
無
人
我
。
説
即
仮
名
、
言
即
仮
相
、

一
二
〇

非
。
ρ問
、
何
名
仏
法
。
答
、
知
心
法
無
、
即

是
仏
法
。

問
、
何
名
無
分
別
智
。
答
、
現
識
不
生
、

覚
観
不
起
是
。

問
、
何
名
妄
想
。
答
、
想
念
心
是
。

問
、
云
何
息
妄
想
。

答
、
知
妄
想
不
生
、

無
妄
可
息
、
知
心
無
心
可
息
是
也
。

問
、
何
名
如
来
蔵
。
答
、
覚
知
色
塵
是

自
心
現
、
想
即
不
生
、
不
生
故
即
是
如

来
蔵
。

問
、
世
人
修
学
得
道
不
。
答
、
修
道
実

行
不
可
成
。
世
人
皆
初
時
有
心
、
久
後

即
慢
、
故
日
実
行
者
、
不
可
口
説
而
得

道
也
。
又
云
、
兵
怯
不
可
擬
敵
、
馬
劣

不
能
代
歩
。
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見
聞
知
覚
、
有
何
名
相
。

三
、
問
、
作
何
行
即
生
死
色
界
。
答
、
此
人

不
知
方
便
、
皆
是
息
妄
見
、
心
錐
得
久

復
還
発
。
経
云
、
当
来
比
丘
、
如
犬
逐

塊
不
逐
人
、
如
師
子
逐
人
不
逐
塊
、
塊

自
息
。
修
道
之
人
、
若
不
了
心
、
亦
復

如
是
、
更
増
生
死
。

三
、
問
、
仏
誓
度
衆
生
鑑
、
然
後
成
仏
、
衆

生
未
度
、
仏
己
成
仏
。
答
、
仏
自
有
解
、

讐
如
有
客
坐
在
於
闇
室
。
主
人
吹
火
、

意
欲
無
照
客
、
但
火
著
時
、
主
人
先
照
。

菩
薩
意
度
衆
生
、
然
功
徳
具
足
、
在
前

成
仏
。

扇
、
問
、
衆
生
本
法
云
何
。
答
、
無
仏
無
衆

生
、
不
見
人
我
想
、
即
是
本
法
。
警
如

鑛
中
錐
有
其
金
、
若
不
施
功
、
終
不
可

問
、
云
何
無
名
想
法
。
答
、
心
裏
所
求
、

証
無
人
我
。
説
即
仮
名
、
言
即
仮
相
、

見
聞
知
覚
有
何
名
想
。

問
、
作
何
行
、
即
生
無
色
界
。
答
、
此

人
不
知
方
法
、
皆
是
息
妄
見
、
心
錐
得

静
、
久
後
還
発
。
経

云
、
当
来
比
丘
、

如
犬
逐
塊
、
人
已
榔
塊
、
犬
知
塊
従
人

起
、
犬
咬
塊
不
咬
其
人
。
若
也
咬
人
、

塊
即
自
息
。
修
道
之
人
、
若
了
心
量
、

亦
復
如
是
。

問
、
仏
誓
度
衆
生
尽
、
然
後
成
仏
。
衆

生
未
度
、
仏
已
成
仏
。
答
、
仏
自
有
解
、

讐
如
有
客
坐
在
闇
室
、
主
人
吹
火
意
無

照
客
、
但
火
著
時
主
人
先
照
。
菩
薩
意

度
衆
生
。
然
功
徳
具
足
、
在
前
成
仏
。

問
、
衆
生
本
法
如
何
。
答
、
無
仏
無
衆

コ
ニ



蓋

、

得
、
用
功
之
者
、
乃
獲
金
　
。
心
亦
如

是
。
錐
知
本
来
常
寂
、
若
不
観
察
、
不

得
定
也
。
是
勧
諸
学
者
、

一
切
時
処
、

恒
向
内
照
、
物
得
捉
之
捨
。
若
有
人
求

道
、
不
習
此
法
、
千
劫
万
劫
柾
功
夫
、

徒
自
疲
労
、
忍
辛
苦
、
究
寛
不
免
堕
三

塗
。
讐
如
求
蕪
鎖
揺
、
不
致
力
尽
不
能

獲
、
建
由
愚
。
智
者
求
心
、
不
求
仏
、

了
本
心
源
者
即
無
余
、
亦
如
求
燕
鎭
乳

濃
、
不
費
其
功
、
疾
成
繍
。

問
日
、
諸
仏
聖
人
説
青
黄
赤
白
観
法
何

意
。
答
日
、
正
約
衆
生
使
住
、
此
是
住

心
法
、
亦
合
人
識
知
所
見
皆
不
実
。
若

為
知

一
切
物
上
、
或
見
青
、
或
見
黄
、

即

一
切
所
見
皆
無
実
、
如
今
人
将
放
光

明
作
聖
、
大
誤
也
。

一
二
二

生

、

不

見

人

我

想

、

即

是

本

法

。

ω
幻
、
囹
は
幼
。

②

生
の
下

に
、
囹

は
是
衆

生

の
三
字
あ

り
o

圖
何

の
下

に
、
囹

は
問

あ
り
。

㈲
道

の
下

に
、
囹

は
答

心
非
有
無

の
五

字

あ
り
。

㈲
問

の
上
に
、
固

は
答

あ
り
。

㈲
有
、
囹

は
不
。
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一
六
、

一
七
、

問
日
、
作
観
亦
知
過
去
未
来
若
為
。
答

日
、
猶
心
静
知
、
縦
使
知
亦
是
不
実
。

又
問
、
仏
得
他
智
、
如
過
去
未
来
等
事
、

亦
可
是
不
実
。
答
日
、
亦
不
是
実
。
経

云
、
菩
薩
無
来
去
今
。
云
何
見
過
去
未

来
等
事
、
説
仏
見
過
去
未
来
得
他
心
智
、

是
了
経
説
。

問
日
、
如
来
蔵
是
衆
生
云
何
。
答
日
、

如
来
蔵
者
、
為
見
身
是
人
、
説
有
如
来

蔵
。
若
不
自
身
者
、
即
不
説
有
如
来
蔵
。

又
問
、
如
来
蔵
量
説
始
有
若
為
。
答
日
、

如
人
若
見
身
実
者
、
即
説
有
父
母
所
生
。

若
不
自
見
身
、
亦
不
得
論
父
母
、
仏
就

衆
生
見
実
、
即
説
如
来
蔵
。
衆
生
根
本

皆
如
来
蔵
造
業
、
但
造
業
即
受
報
、
説

如
来
蔵
者
、
是
不
了
教
説
。
又
知
如
来

=

一三



一
二
四

蔵
是
無
我
之
異
名
、
亦
是
尽
義
也
。

達
摩
和
尚
絶
観
論

一
巻

観
行
法
為
有
縁
無

名
上
士
集
。

辛
巳
年
三
月
六
日
写
記
僧
法
成


